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は
じ
め
に

法
人
内
の
民
間
移
譲
に
伴
う
建
て
替
え

な
ら
び
に
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
、
受

託
事
業
の
廃
止
・
創
設
に
伴
う
新
築
が
、

よ
う
や
く
一
段
落
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

気
持
ち
も
新
た
に
、
法
人
の
事
業
目
的

を
再
確
認
し
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
い
つ
も
よ
り
多
め
に
頁
を

い
た
だ
き
、
当
法
人
が
こ
れ
か
ら
ど
こ
を

目
指
し
て
い
く
の
か
、
２
０
１
５
年
に
改

定
し
た
中
期
事
業
計
画
を
改
め
て
確
認
す

る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
期
事
業
計
画
は
、
基
本
的
に
５
ヶ
年

計
画
と
し
て
、
第
８
次
を
２
０
０
３
年
に

策
定
し
て
以
来
、
激
変
す
る
制
度
改
革
や

低
迷
す
る
経
済
環
境
等
に
よ
り
、
先
を
見

通
す
こ
と
が
大
変
困
難
な
状
況
で
あ
る
と

し
て
、
し
ば
ら
く
凍
結
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
環
境
で
あ
っ

て
も
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
み
ん
な
で

議
論
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
改
め
て
、

２
０
１
２
年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
ま
で

の
中
期
事
業
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
る
社
会
情
勢
に
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
経
営
の
抜
本
的
改
革
、
建
て
替

え
な
ど
の
大
き
な
事
業
を
控
え
、
改
め
て

中
期
事
業
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、

２
０
１
５
年
度
か
ら
２
０
２
４
年
度
（
実

質
５
ヶ
年
）
計
画
と
し
て
、
改
定
し
た
も

の
で
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
所
で
も
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

共
通
指
針
に
つ
い
て
は
所
長
会
や
常
任
理

事
会
等
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
紙
面
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

法
人
全
体
の
共
通
指
針
を
記
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
の
構
成
は
、
将
来
あ
る
べ
き
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
設

定
し
、
具
体
的
施
策
と
行
動
計
画
は
○
数

字
で
連
動
さ
せ
て
示
し
て
い
ま
す
。

一
．
経
営
管
理
に
関
す
る
こ
と

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
１

中
・
長
期
に
亘
っ
て
健
全
な
経
営
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
安
定
的
な
財
務
基

盤
が
確
立
さ
れ
、
適
切
な
財
務
管
理
が
行

わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

社
会
福
祉
法
人
経
営
に
お
け
る
内
部

留
保
に
対
し
て
厳
し
い
指
摘
を
受
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
全
体
の
財
務
管

理
を
徹
底
し
て
行
う
と
と
も
に
、
必
要

な
資
金
運
用
や
資
金
繰
り
に
つ
い
て
各

事
業
所
が
連
携
し
全
体
債
務
の
削
減
を

図
る
。

② 　

将
来
も
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て

有
意
義
な
時
間
を
提
供
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
。

③ 　

事
業
の
採
算
性
を
見
極
め
、
稼
働
率

を
向
上
さ
せ
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
生
産
管
理
を
徹
底
し
、
ま
た
不

採
算
事
業
に
つ
い
て
は
、
原
因
を
究
明

し
改
善
す
る
。
ま
た
、
新
規
事
業
へ
の

展
開
も
同
時
に
検
討
す
る
。

④ 　

従
業
員
全
体
で
コ
ス
ト
意
識
を
高
め

る
た
め
の
取
組
を
実
施
し
、
各
事
業
に

お
け
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化
を
図
る
。

⑤ 　

人
件
費
や
経
費
等
の
固
定
費
の
各
種

デ
ー
タ
に
基
づ
き
中
・
長
期
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
適
正
な
人
員
・

設
備
計
画
を
組
む
。

行
動
計
画

① 　

年
間
予
算
に
基
づ
い
た
借
入
金
、
資

金
繰
り
計
画
を
確
実
に
遂
行
す
る
。
ま

た
、
コ
ロ
ニ
ー
債
の
再
契
約
を
徐
々
に

解
消
し
て
い
く
。
ま
た
、
活
動
拠
点
ご

と
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策

定
す
る
。

② 　

資
産
と
同
時
に
借
金
も
負
う
こ
と
に

な
る
が
、
各
事
業
所
の
民
間
移
譲
後
の

建
て
替
え
や
、
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替

え
等
に
は
、
優
先
順
位
を
整
理
し
つ
つ
、

法
人
全
体
で
協
力
し
、
必
要
最
低
限
の

整
備
資
金
を
充
て
て
順
次
対
応
し
て
い

く
。

③ 　

各
拠
点
に
お
け
る
不
採
算
事
業
を
徹

底
的
に
見
直
す
と
と
も
に
新
規
事
業
を

試
行
的
に
進
め
る
。
と
り
わ
け
印
刷
事

時　評

理事長　中村　敏彦

気持ちも新たに
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業
に
関
し
て
、
大
田
福
祉
工
場
な
ら
び

に
コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
に
お
い
て
は
、
単

独
の
就
労
支
援
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

連
携
を
推
進
し
つ
つ
も
、
城
南
島
移
転

を
目
途
に
生
産
工
程
の
棲
み
分
け
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
進
め
る
。

④ 　

コ
ス
ト
削
減
、
効
率
化
に
お
け
る
創

意
工
夫
案
を
各
事
業
所
の
毎
年
度
の
事

業
計
画
に
具
体
的
に
盛
り
込
み
、
全
従

業
員
で
取
り
組
む
。

⑤ 　

中
・
長
期
利
益
・
資
金
・
積
立
金
（
増

改
築
計
画
等
含
む
）
計
画
を
策
定
す
る
。

今
後
の
定
年
退
職
者
の
想
定
や
、
退
職

率
を
精
査
し
、
社
会
情
勢
等
を
見
込
み

必
要
に
応
じ
て
採
用
し
て
い
く
。

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
２

公
正
か
つ
透
明
性
の
高
い
法
人
経
営
を

実
現
す
る
た
め
に
組
織
全
体
を
適
切
に
統

制
し
、
実
効
性
の
あ
る
管
理
体
制
が
充
実

し
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

管
理
職
は
、
組
織
の
管
理
者
と
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
ま
た
、

事
業
所
間
の
連
携
を
深
め
、
事
業
実
践
・

問
題
解
決
・
原
因
究
明
・
説
明
責
任
等

を
遂
行
す
る
。

② 　

法
人
組
織
に
お
け
る
権
限
や
各
部
署

に
お
け
る
権
限
を
経
理
関
係
実
務
決
裁

基
準
に
よ
り
徹
底
し
、
責
任
と
権
限
が

連
動
し
た
管
理
体
制
を
整
備
す
る
。

③ 　

拠
点
管
理
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
法

人
事
務
局
は
全
体
の
財
務
・
経
理
等
の

運
営
に
関
与
し
、
連
携
・
調
整
に
必
要

な
役
割
を
果
た
す
。

④ 　

大
き
く
変
動
す
る
制
度
・
政
策
に
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
収
集

や
提
供
を
確
実
に
実
施
す
る
。
ま
た
、

外
部
の
関
連
会
議
等
に
は
積
極
的
に
参

画
し
て
い
く
。

⑤ 　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得
法
人
と

し
て
個
人
情
報
保
護
を
徹
底
す
る
。

行
動
計
画

① 　

年
度
ご
と
に
管
理
職
研
修
な
ど
を
計

画
す
る
。

② 　

必
要
に
応
じ
て
決
裁
基
準
の
見
直
し

を
図
る
。

③ 　

事
業
所
管
轄
と
法
人
管
轄
を
整
理
し

た
上
で
連
携
を
図
る
。

④ 　

必
要
な
規
程
改
定
な
ど
を
速
や
か
に

行
う
。
情
報
が
集
中
す
る
よ
う
に
ゼ
ン

コ
ロ
、
東
社
協
、
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
、
Ｊ
Ｄ
な

ど
の
委
員
の
委
嘱
に
は
積
極
的
に
応
じ

る
。

⑤ 　

個
人
番
号
制
度
に
も
対
応
し
、
毎
年

度
、
内
部
監
査
な
ら
び
に
教
育
研
修
を

実
施
す
る
。

二
．
利
用
者
に
関
す
る
こ
と

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
１

利
用
者
の
自
己
決
定
な
ら
び
に
選
択
を

尊
重
し
、
個
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
支
援

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

虐
待
を
禁
じ
根
絶
す
る
た
め
に
、
虐

待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
活
用
し
、

従
業
員
等
の
教
育
に
よ
り
人
権
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

② 　

必
要
に
応
じ
て
成
年
後
見
制
度
を
活

用
し
、
利
用
者
の
権
利
擁
護
に
努
め
る
。

③ 　

様
々
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
お
い
て
、
利
用
者
と
そ
の
家
族
へ
の

充
分
な
説
明
を
行
い
、
同
意
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
徹
底
す
る
。

行
動
計
画

① 　

虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、

予
防
防
止
に
努
め
る
。
サ
ー
ビ
ス
管
理

責
任
者
会
議
が
主
と
な
り
総
務
責
任
者

会
議
と
連
携
し
て
情
報
を
共
有
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
研
修
等
も
実
施
す
る
。

② 　

原
則
と
し
て
自
己
決
定
支
援
に
努
力

す
る
。
加
え
て
、
将
来
必
要
に
な
る
こ

と
を
想
定
し
た
成
年
後
見
制
度
を
理
解

す
る
た
め
の
従
業
員
研
修
を
実
施
す
る
。

③ 　

定
期
的
に
個
人
面
談
や
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
個
別
支
援
計
画
に
反
映

さ
せ
る
。
契
約
時
の
司
法
書
士
立
会
い

に
つ
い
て
継
続
す
る
。

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
２

従
業
員
間
の
良
好
な
人
間
関
係
の
も
と
、

業
務
改
善
の
積
み
重
ね
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
向
上
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
。

具
体
的
施
策

①　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。

② 　

事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
運
営
状

況
に
つ
い
て
、
公
正
、
中
立
的
な
立
場

か
ら
評
価
を
得
る
た
め
に
第
三
者
評
価

機
関
に
よ
る
受
審
を
定
期
的
に
実
施
す

る
。

③ 　

利
用
者
間
の
問
題
行
動
や
施
設
外
問

題
行
動
等
を
含
め
、内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
り
、
苦
情
・
事
故

等
の
発
生
状
況
、
解
決
策
な
ど
を
共
有

し
、
従
業
員
が
連
携
し
て
削
減
に
取
り

組
む
。

④ 　

支
援
専
門
職
や
看
護
師
連
携
の
も
と

職
場
環
境
改
善
や
健
康
指
導
等
を
充
実

さ
せ
る
。

行
動
計
画

① 　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
会
議
を
中
心

に
具
体
的
な
事
例
な
ど
を
共
有
し
、
各

拠
点
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

 　

必
要
に
応
じ
て
、
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
み
ん
な
が
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
見
直
し
、

そ
れ
に
基
づ
く
研
修
等
を
実
施
す
る
。

② 　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対
象
事

業
所
に
お
い
て
、
補
助
の
対
象
範
囲
で

受
審
す
る
。

③ 　

現
状
の
苦
情
解
決
事
業
な
ら
び
に
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
そ
の
他
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
し
て
研
修
等
を
実
施
す
る
。

④ 　

支
援
実
務
者
会
議
、
看
護
師
連
絡
会

を
つ
う
じ
て
情
報
交
換
を
行
い
、
支
援

活
動
に
反
映
さ
せ
る
。
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中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
３

安
心
・
安
全
で
衛
生
的
か
つ
快
適
な
生

活
・
職
場
環
境
が
継
続
的
に
整
備
さ
れ
、

利
用
者
満
足
が
向
上
し
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

法
人
全
体
の
事
業
継
続
を
可
能
と
す

る
た
め
、
各
事
業
所
の
所
属
す
る
地
域

や
地
元
機
関
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
必

要
な
対
策
を
打
つ
。

行
動
計
画

① 　

法
人
全
体
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
を
策
定
す
る
。

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
４

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
生
活
支
援
な
ら
び
に
工
賃

収
入
が
向
上
し
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

収
益
事
業
の
見
直
し
や
新
規
事
業
へ

の
取
組
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
就
労
支

援
事
業
所
が
所
属
す
る
地
域
に
お
い
て

は
生
活
支
援
の
充
実
を
図
る
。

行
動
計
画

① 　

拠
点
地
域
に
お
け
る
共
同
受
注
部
会

や
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
参
画
す

る
と
と
も
に
、
障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
な
ど
を
活
用
し
て
仕
事
を
確
保
す
る
。

ま
た
、
生
活
支
援
に
お
い
て
は
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
留
意
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
段
階
的
に
増
設
す
る
。
さ
ら
に
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
新
た
な
領
域
の

社
会
福
祉
事
業
に
も
着
手
し
て
い
く
。

三
．
人
材
に
関
す
る
こ
と

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
１

従
業
員
が
自
ら
の
将
来
像
を
描
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、
能
力
・
資
格
・
経
験

等
に
応
じ
た
適
切
な
育
成
体
制
が
実
現
し

て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

管
理
職
や
従
業
員
の
資
質
の
向
上
を

図
る
。

② 　

従
業
員
自
ら
の
自
己
申
告
を
含
め
、

自
己
研
鑚
の
機
会
を
多
く
提
供
す
る
。

ま
た
、
資
格
取
得
奨
励
制
度
を
導
入
す

る
。

③ 　

人
事
案
件
に
関
し
て
法
人
全
体
に
視

野
を
持
ち
、
各
事
業
所
の
状
況
を
把
握

し
た
上
で
管
理
で
き
る
体
制
を
作
る
。

行
動
計
画

① 　

新
規
採
用
時
や
管
理
職
登
用
時
に
資

質
や
力
量
を
向
上
さ
せ
る
教
育
・
研
修

を
実
施
す
る
。

② 　

法
人
全
体
お
よ
び
各
事
業
所
に
お
い

て
計
画
的
に
教
育
・
研
修
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
積
極
的
に
人
事
交
流
を
図
り
法

人
全
体
で
人
材
育
成
に
取
り
組
む
。

③ 　

各
事
業
所
の
状
況
を
共
有
し
、
法
人

内
の
異
動
や
新
規
採
用
に
反
映
さ
せ
る
。

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
２

従
業
員
処
遇
の
向
上
な
ど
に
よ
り
良
質

な
人
材
が
継
続
的
に
確
保
さ
れ
、
安
定
的

な
事
業
運
営
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

人
事
考
課
制
度
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。
ま
た
、

従
業
員
処
遇
に
つ
い
て
法
人
内
の
事
業

所
間
格
差
是
正
に
取
り
組
む
。

② 　

仕
事
と
生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
、

所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
お
よ
び
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
図
る
。

③ 　

よ
り
よ
い
職
場
環
境
と
人
間
関
係
作

り
の
た
め
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
禁
じ
、
根
絶
す

る
。

行
動
計
画

① 　

事
業
運
営
の
拠
点
管
理
は
継
続
す
る

も
、
経
営
が
厳
し
い
事
業
所
の
経
営
改

善
に
は
法
人
全
体
で
協
力
し
、
厳
し
い

事
業
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で

格
差
是
正
を
実
現
す
る
。
同
時
に
人
事

考
課
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
努
力
や
そ

の
結
果
が
処
遇
に
反
映
さ
れ
る
な
ど
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
を
作
る
。

② 　

所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
お
よ
び
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
周
知
す
る

と
と
も
に
計
画
を
立
て
て
そ
れ
を
実
現

す
る
。

③ 　

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
有
効
活
用

し
、
根
絶
す
る
た
め
に
啓
発
や
周
知
・

徹
底
を
図
る
。

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
３

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
自
己
実
現
を
目

指
し
、
誇
り
や
使
命
感
を
持
て
る
働
き
が

い
の
あ
る
職
場
が
実
現
し
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

新
規
採
用
者
に
は
、
人
材
育
成
を
図

り
つ
つ
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
を
つ
う
じ
て
経

験
年
数
の
異
な
る
従
業
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
す
る
。

② 　

従
業
員
の
目
標
や
希
望
等
を
把
握
し
、

教
育
等
に
活
用
し
処
遇
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

行
動
計
画

① 　

採
用
時
の
新
人
教
育
を
徹
底
し
て
実

施
し
、
ま
た
教
育
時
に
は
先
輩
従
業
員

に
も
そ
の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
再
教
育
の
場
に
つ
な
げ
て
い
く
。

② 　

キ
ャ
リ
ア
開
発
シ
ー
ト
、
目
標
管
理

シ
ー
ト
に
基
づ
く
面
談
を
通
じ
て
、
個

別
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い
、
適
正
配
置

に
考
慮
す
る
こ
と
や
積
極
的
な
人
事
交

流
を
図
る
。

四
．
地
域
・
対
外
活
動
に
関
す
る
こ
と

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
１

地
域
の
多
様
な
関
係
機
関
、
組
織
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に

取
り
組
み
、
地
域
の
信
頼
を
深
め
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

毎
年
度
の
各
事
業
所
の
事
業
計
画
に

お
い
て
、
地
域
活
動
の
取
組
に
つ
い
て

計
画
を
立
て
、
有
効
性
を
確
認
し
つ
つ

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

② 　

事
業
所
が
所
属
す
る
地
域
の
福
祉
・

医
療
等
の
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
連
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携
を
図
り
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

③ 　

事
業
所
が
所
属
す
る
近
隣
の
関
係
機

関
、
関
係
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
中
で
、
研
修
会
へ
の
講
師
や
委

員
会
へ
の
委
員
選
出
な
ど
の
要
請
に
応

え
る
な
ど
、
相
互
に
連
携
を
図
る
。

行
動
計
画

① 　

拠
点
地
域
ご
と
の
地
域
福
祉
計
画
に

対
し
て
、
各
事
業
所
で
対
応
可
能
な
範

囲
で
活
動
に
繋
げ
る
。

② 　

地
域
で
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
ニ
ー
ズ
を
確
実
に
把
握
し
、
各
事

業
所
の
役
割
を
明
確
に
持
ち
つ
つ
支
援

体
制
を
構
築
す
る
。

③ 　

相
互
に
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
地
域

全
体
で
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目

指
す
。

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
２

制
度
や
地
域
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
地
域
に
密
着
し
た
先
駆
的
、

開
拓
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

制
度
で
は
達
成
、解
決
で
き
な
い
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
た
め
の
方
策
を
講
じ
新
し
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
言
し
て
い
く
。

② 　

地
域
の
中
で
、
就
労
活
動
に
安
心
し

て
向
か
え
る
よ
う
に
、
生
活
支
援
の
充

実
を
図
る
。

③ 　

地
域
の
相
談
支
援
事
業
の
重
要
性
を

受
け
止
め
、
従
業
員
の
相
談
支
援
技
術

を
高
め
る
こ
と
で
、
多
様
な
相
談
援
助

に
応
じ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。

行
動
計
画

① 　

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
障
害
福
祉

に
つ
い
て
常
に
評
価
・
検
討
を
加
え
、

真
に
障
害
者
に
と
っ
て
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
は
、
法
人
体
力
で
可
能
な
範
囲

で
応
え
て
い
く
。
ま
た
、
他
の
関
連
事

業
者
と
連
携
し
相
応
し
い
制
度
設
計
と

な
る
よ
う
に
提
言
し
て
い
く
。

② 　

各
事
業
所
の
拠
点
地
域
に
計
画
的
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
地
域
生
活
支
援
事

業
等
を
拡
大
し
て
い
く
。

③ 　

従
業
員
の
相
談
支
援
技
術
を
高
め
る

教
育
・
研
修
を
実
施
す
る
。

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
３

利
用
者
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情
報
開

示
、
情
報
提
供
等
に
努
め
、
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
る
。

具
体
的
施
策

① 　

事
業
所
や
法
人
が
管
理
す
る
メ
デ
ィ

ア
を
つ
う
じ
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報

開
示
、
提
供
し
て
い
く
。

② 　

必
要
に
応
じ
て
、
利
用
者
の
ご
家
族

と
は
懇
談
会
を
開
催
し
、
情
報
提
供
す

る
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
収
集
に
努
め
る
。

行
動
計
画

① 　

法
人
お
よ
び
各
事
業
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新
す
る
と
と
も
に
、

定
期
的
に
広
報
誌「
コ
ロ
ニ
ー
と
う
き
ょ

う
」
を
発
行
し
、
積
極
的
に
情
報
開
示
、

情
報
提
供
す
る
。
ま
た
、事
業
所
に
よ
っ

て
は
所
内
報
も
発
行
す
る
。

② 　

必
要
に
応
じ
て
懇
談
会
等
を
実
施
す

る
。

以
上

ま
だ
ま
だ
途
な
か
ば
の
内
容
も
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
し
、
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
や
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
極
め
て
内
向
き
の
中
期
事
業

計
画
を
、
広
報
誌
で
公
表
し
た
目
的
は
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
責
任
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
、
と
い
う
意
思
表
明

で
も
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

こ
の
数
年
、
国
際
協
力
・
連
携
は
大
き

く
乱
れ
、
経
済
、
貿
易
、
難
民
、
テ
ロ
な

ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
緊
張
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
国
会
審
議
に
憲
法
改
正

も
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
わ
が

国
の
平
和
維
持
に
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
年
度
の
経
済
状
況
は
、
緩
や
か
な
景

気
回
復
に
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
感
と
し
て
は
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
お

り
、
消
費
税
増
税
も
先
送
り
さ
れ
る
中
、

先
行
き
の
見
通
し
が
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

国
連
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准
し
て
か

ら
４
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
向
上
し
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
本
年
度
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た

障
害
者
基
本
計
画
や
、
報
酬
改
定
を
含
ん

だ
障
害
者
総
合
支
援
法
の
見
直
し
に
よ
り
、

経
営
的
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
ま
た
、

改
正
社
会
福
祉
法
を
根
拠
に
し
た
事
業
運

営
が
本
格
的
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
常
に
当
事
者
の
視
点
で
と
ら
え
、

運
動
面
で
は
関
係
団
体
と
連
携
し
て
障
害

者
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
よ
り
一
層
の
努

力
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

本
年
度
の
最
大
の
課
題
は
、
激
変
す
る

社
会
福
祉
の
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
、
障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
を
支
え
続

け
ら
れ
る
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
す
。

既
存
事
業
の
経
営
改
革
、
事
業
所
の
建
て

替
え
等
に
伴
う
新
た
な
事
業
を
早
期
に
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
、
中
期
事
業
計
画
を
具

現
化
す
る
た
め
に
、
事
業
本
部
制
や
法
人

本
部
の
在
り
方
な
ど
を
継
続
し
て
検
討
し
、

将
来
の
法
人
像
を
意
識
し
な
が
ら
、
各
拠

点
が
自
立
し
た
事
業
運
営
に
最
大
限
努
力

し
つ
つ
も
、
お
互
い
に
課
題
を
共
有
し
、

法
人
全
体
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。ま

た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改

定
に
伴
う
影
響
や
、
施
設
整
備
補
助
等
の

大
き
な
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
か
ら
消
費

税
に
調
整
計
算
が
発
生
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
予
算
計
画
に
お
い
て
は
、
不
確
定

な
状
況
に
あ
り
、
極
力
影
響
を
受
け
な
い

よ
う
に
最
大
限
努
力
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

２
．
事
業
方
針
と
予
算
の
特
徴

本
年
度
の
事
業
方
針
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
、
介
護
保
険
事
業

を
視
野
に
共
生
型
事
業
も
検
討
し
な
が
ら
、

就
労
支
援
事
業
の
さ
ら
な
る
改
善
を
目
指

す
も
の
で
す
。
財
務
管
理
に
つ
い
て
は
社

会
福
祉
法
人
新
会
計
基
準
に
則
り
、
各
拠

点
で
は
相
当
の
努
力
を
要
し
、
必
要
な
積

立
金
や
財
務
管
理
に
取
り
組
み
、
経
営
改

革
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
、

就
労
支
援
事
業
の
維
持
向
上
は
も
と
よ
り
、

従
業
員
の
処
遇
改
善
、
利
用
者
の
重
度
・

高
齢
化
に
備
え
、
福
祉
の
専
門
性
の
向
上

に
も
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
各
主
要
会
議
で
法
人
全
体

の
課
題
を
共
有
し
、
必
要
な
対
応
を
図
る

こ
と
と
し
ま
す
。

⑴
経
営
の
基
本
方
針

・ 

前
年
度
発
生
し
た
様
々
な
問
題
を
教

訓
に
し
て
、
改
め
て
、
経
営
理
念
や

倫
理
、
社
会
的
役
割
に
伴
う
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
重
ん

じ
た
事
業
運
営
に
努
力
し
ま
す
。

・ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
の
た
め

に
、
第
三
者
サ
ー
ビ
ス
評
価
機
関
の

審
査
を
受
け
る
と
と
も
に
、
苦
情
解

決
第
三
者
委
員
制
度
の
実
施
や
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報

開
示
に
取
り
組
み
ま
す
。

・ 

経
営
や
福
祉
の
専
門
性
を
向
上
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
、
研
修
の

充
実
を
図
り
、
計
画
的
に
実
施
し
ま

2018 年度
事 業 計 画
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す
。
ま
た
、
人
事
考
課
制
度
を
含
め

た
給
与
規
程
の
改
定
を
具
体
的
に
進

め
、
人
材
確
保
や
人
材
育
成
に
努
め

ま
す
。

・ 

法
改
正
や
業
務
改
善
な
ど
に
伴
い
、

法
人
の
規
程
等
を
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

⑵
財
務
・
資
金
管
理

・ 

会
計
顧
問
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

会
計
基
準
に
よ
り
精
度
の
高
い
管
理

に
努
め
、
さ
ら
に
外
部
会
計
監
査
人

の
指
導
を
会
計
管
理
に
反
映
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
将
来
必
要
と
な
る
資
金

に
つ
い
て
は
、
拠
点
ご
と
に
認
め
ら

れ
て
い
る
範
囲
で
計
画
的
に
積
立
を

行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

・ 

財
務
や
資
金
管
理
に
つ
い
て
は
、
原

則
に
従
い
拠
点
ご
と
の
経
営
努
力
に

よ
る
も
の
と
し
ま
す
が
、
法
人
本
部

は
全
体
を
把
握
し
拠
点
間
の
窓
口
と

な
っ
て
調
整
に
努
め
ま
す
。

・ 

会
計
基
準
の
範
囲
で
法
人
内
部
の
資

金
を
活
用
し
ま
す
。

⑶
事
業
の
継
続

・ 

常
に
経
営
改
善
に
視
点
を
置
き
、
継

続
可
能
な
事
業
へ
の
体
質
改
善
を
図

り
ま
す
。

・ 

民
営
化
や
老
朽
化
に
伴
う
事
業
所
の

建
て
替
え
は
、
法
人
全
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
完
了（
東
京
都
大
田
福
祉

工
場
は
本
年
度
ま
で
延
期
と
な
る
見

込
み
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
規
事
業
を
含
め
て
早
期
の
事
業
安

定
を
目
指
し
、
将
来
必
要
と
な
る
建

て
替
え
等
も
想
定
し
て
事
業
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。

・ 

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）を
全
拠
点

で
策
定
し
ま
す
。

⑷
人
材
確
保
・
育
成

・ 
必
要
な
人
材
を
安
定
し
て
確
保
し
て

い
く
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、

長
年
着
手
で
き
な
か
っ
た
給
与
規
程

の
改
定
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
置
し
て
１
年
６
ヶ
月
を
掛
け
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
前
年
度
に
は

新
卒
初
任
給
の
見
直
し
を
先
行
し
て

実
施
し
、
全
体
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
答
申
を

下
に
、
経
営
層
に
よ
る
各
会
議
に
お

い
て
協
議
し
、
手
当
な
ど
の
一
部
を

継
続
課
題
と
し
つ
つ
も
、
早
期
に
改

定
で
き
る
よ
う
従
業
員
代
表
や
労
働

組
合
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

⑸
他
の
団
体
と
の
協
力
連
携

・ 

障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
内

閣
府
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省

な
ら
び
に
、
東
京
都
、
各
区
市
自
治

体
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
東
京

都
社
会
福
祉
協
議
会
、
一
般
社
団
法

人
ゼ
ン
コ
ロ
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
日
本
障
害
者
協
議
会
、
全
国
社
会

就
労
セ
ン
タ
ー
、
日
本
セ
ル
プ
セ
ン

タ
ー
、
東
京
都
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
お
い
て
積
極
的
に
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

・ 

従
業
員
等
が
、
対
外
的
な
立
場
に
お

い
て
充
分
に
役
割
発
揮
が
で
き
る
よ

う
に
、
可
能
な
限
り
配
慮
し
支
援
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

⑹
地
域
活
動

・ 

拠
点
ご
と
の
地
域
活
動
に
お
い
て
は
、

各
自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
情
報
交

換
を
密
に
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の

向
上
な
ら
び
に
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障

害
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

・ 
地
域
の
福
祉
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

は
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
重
要
な
社
会
資
源
に
な
り
得
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

３
．
各
事
業
本
部
の
計
画
概
要

各
事
業
本
部
な
ら
び
に
拠
点
で
は
、
就

労（
受
注
、
生
産
、
販
売
等
）支
援
事
業
で

利
益
を
出
す
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。
社

会
福
祉
法
人
に
対
す
る
期
待
に
応
え
て
い

く
た
め
に
は
、
自
ら
の
体
力
で
事
業
を
継

続
し
法
人
全
体
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
拠
点
で
福
祉
の

専
門
性
を
高
め
、
既
存
事
業
の
充
実
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
事
業
内
容
の
見
直
し

や
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
並
行

し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

⑴
法
人
本
部（
事
務
局
）

年
間
の
教
育
研
修
計
画
を
立
案
し
所

長
会
に
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、
法
人
全

体
の
財
務
運
用
な
ら
び
に
、
各
拠
点
の

事
業
運
営
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に
最

大
限
努
力
し
、
事
務
処
理
部
門
の
連
携

に
よ
り
的
確
な
情
報
提
供
・
共
有
に
努

め
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
認

証
取
得
法
人
と
し
て
、
個
人
番
号
を
含

め
て
、
そ
の
維
持
・
向
上
に
各
事
業
所

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
適

宜
、
必
要
な
情
報
提
供
、
集
約
に
努
め
、

各
行
政
窓
口
と
の
折
衝
に
つ
い
て
も
、

事
業
所
と
連
携
し
て
積
極
的
に
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
と
し
ま
す
。



勘　定　科　目 当年度予算額 次期予算額 増　減
就労支援事業収入  5,389,652,000  5,085,260,000   -304,392,000
障害福祉サービス等事業収入    966,242,640  1,052,494,350     86,251,710

収 その他の事業収入    341,776,272    371,602,066     29,825,794
借入金利息補助金収入        670,000        471,000       -199,000

事 経常経費寄附金収入      9,462,720      9,425,000        -37,720
業 入 受取利息配当金収入      1,522,652      1,608,860         86,208
活 その他の収入     32,777,400     32,582,108       -195,292
動     事業活動収入計(1)  6,742,103,684  6,553,443,384   -188,660,300
に 人件費支出    755,498,984    815,273,677     59,774,693
よ 事業費支出     67,224,698    103,274,740     36,050,042
る 支 事務費支出    207,066,113    250,898,594     43,832,481
収 就労支援事業支出  5,173,663,000  4,934,900,000   -238,763,000
支 その他の支出    296,407,966    337,819,617     41,411,651

出 利用者負担軽減額      7,630,300      7,036,000       -594,300
支払利息支出      9,110,000     10,026,000        916,000
その他の支出      7,148,920      6,607,200       -541,720
    事業活動支出計(2)  6,523,749,981  6,465,835,828    -57,914,153
    事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)    218,353,703     87,607,556   -130,746,147
施設整備等補助金収入    312,751,000    237,065,000    -75,686,000

施 収 設備資金借入金収入    541,649,000   -541,649,000
設 固定資産売却収入      1,250,000      1,250,000
整 入 その他の施設整備等による収入      4,925,000         26,000     -4,899,000
備     施設整備等収入計(4)    859,325,000    238,341,000   -620,984,000
等 設備資金借入金元金償還支出     16,217,600    176,802,947    160,585,347
に 支 固定資産取得支出  1,085,344,097    253,738,000   -831,606,097
よ 固定資産除却・廃棄支出      1,364,000      1,364,000
る 出 ファイナンス・リース債務の返済支出      3,380,000      1,362,000     -2,018,000
収 その他の施設整備等による支出      6,772,632      8,735,832      1,963,200
支     施設整備等支出計(5)  1,111,714,329    442,002,779   -669,711,550

    施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)   -252,389,329   -203,661,779     48,727,550
積立資産取崩収入    140,783,800     72,720,000    -68,063,800
拠点区分間長期借入金収入    104,783,800   -104,783,800

収 事業区分間長期貸付金回収収入      1,400,000     11,200,000      9,800,000
拠点区分間長期貸付金回収収入     21,000,000     22,800,000      1,800,000

そ 事業区分間繰入金収入      6,971,366      6,929,000        -42,366
の 入 拠点区分間繰入金収入    171,970,824     70,450,000   -101,520,824
他 サービス区分間繰入金収入      1,442,727      3,105,600      1,662,873
の その他の活動による収入      3,120,000      3,120,000
活     その他の活動による収入計(7)    448,352,517    190,324,600   -258,027,917
動 長期運営資金借入金元金償還支出      3,000,000      1,200,000     -1,800,000
に 積立資産支出     82,436,349     49,488,000    -32,948,349
よ 支 拠点区分間長期貸付金支出    104,783,800   -104,783,800
る 事業区分間長期借入金返済支出      1,400,000     11,200,000      9,800,000
収 拠点区分間長期借入金返済支出     21,000,000     22,800,000      1,800,000
支 事業区分間繰入金支出      6,971,366      6,929,000        -42,366

出 拠点区分間繰入金支出    171,970,824     70,450,000   -101,520,824
サービス区分間繰入金支出      1,442,727      3,105,600      1,662,873
その他の活動による支出      8,505,000      8,505,000
    その他の活動支出計(8)    401,510,066    173,677,600   -227,832,466
    その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)     46,842,451     16,647,000    -30,195,451
    予備費支出(10)    106,120,225     85,208,049    -20,912,176
    当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)    -93,313,400   -184,615,272    -91,301,872

    前期末支払資金残高(12)  2,229,564,806  2,229,564,806
    当期末支払資金残高(11)+(12)  2,136,251,406  2,044,949,534    -91,301,872
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⑵ 

福
祉
事
業
本
部（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
、ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

既
存
の
居
宅
支
援
事
業
な
ど
を
着
実

に
遂
行
し
安
定
し
た
運
営
に
努
力
し
ま

す
。
加
え
て
、
就
労
支
援
事
業
所
の
所

在
す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設
を
検
討
し
、
段

階
的
な
拡
充
に
努
め
る
な
ど
、
障
害
の

あ
る
方
た
ち
の
暮
ら
し
の
質
を
向
上
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
中
野
区
の
特
定

相
談
支
援
事
業「
こ
ろ
ま
っ
ぷ
」を
継
続

し
て
運
営
し
ま
す
。

⑶ 

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部 

ト
ー
コ
ロ
情
報
処

理
セ
ン
タ
ー（
事
業
部
、
職
能
開
発

室
、デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

事
業
本
部
下
の
連
携
を
継
続
し
安
定

し
た
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。
法
人
内

で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
処
理
お
よ
び
情

報
通
信
）技
術
等
を
介
し
て
法
人
内
各

事
業
所
に
関
わ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会
な
ど
を
つ
う
じ
て
横
断
的
に
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
関
連
の
事
業
面

で
は
、
顧
客
へ
の
丁
寧
な
対
応
や
技
術

力
を
活
か
し
既
存
顧
客
の
深
耕
な
ら
び

に
新
規
顧
客
の
獲
得
な
ど
、
さ
ら
な
る

経
営
努
力
を
図
り
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
で
対
応

で
き
な
い
事
業
領
域
に
お
い
て
、
公
益

事
業
に
よ
り
取
り
組
み
つ
つ
、
社
会
環

境
の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら
、
将
来
的

に
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の
転

換
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
引
き

続
き
民
間
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
業
務
の
認

定
法
人
と
し
て
の
役
割
や
、
受
託
事
業

で
あ
る
東
京
都
障
害
者
Ｉ
Ｔ
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

⑷ 

社
会
就
労
事
業
本
部（
コ
ロ
ニ
ー
中

野
、
中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
、

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン

タ
ー
、
コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
、
ト
ー
コ

ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

中
野
地
区
で
は
、
コ
ロ
ニ
ー
中
野
・

法
人
ビ
ル
の
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え

は
完
了
し
ま
し
た
。
指
定
管
理
事
業
所

で
は
管
理
・
運
営
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
が
、
そ
の
内
、
中
野
区
中
野
福
祉
作

業
所
は
前
年
度
末
に
廃
止
さ
れ
、
社
会

福
祉
施
設
等
施
設
整
備
費
補
助
事
業
に

よ
り
創
設
し
た「
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や

ま
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
新
た
に
事
業
開

始
し
ま
す
。
三
多
摩
地
区
で
は
、
東
村

山
市
障
害
者
就
労
支
援
室
や
特
定
相
談

支
援
事
業
「
ふ
き
の
と
う
」、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
「
ア
リ
ー
バ
」

で
の
役
割
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
既

存
事
業
の
運
営
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
努
力
し
ま
す
。
就
労

支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
品
質
管
理
や

生
産
性
・
収
益
性
の
向
上
に
努
め
、
と

り
わ
け
印
刷
事
業
に
お
い
て
は
、
売
上

確
保
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
さ
ら
な
る

経
営
改
善
に
努
力
し
、
段
階
的
に
新
規

事
業
へ
の
転
換
に
も
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

⑸ 

福
祉
工
場
事
業
本
部（
東
京
都
葛
飾

福
祉
工
場
、東
京
都
大
田
福
祉
工
場
）

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場（
金
町
工
場
）

は
建
て
替
え
か
ら
３
年
目
に
入
り
、
新

た
に
開
始
し
た
屋
内
水
耕
栽
培
事
業
は

模
索
し
な
が
ら
の
１
年
で
し
た
。
引
き

続
き
、
主
幹
事
業
に
お
い
て
は
堅
実
な

運
営
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。
東
京

都
大
田
福
祉
工
場
の
建
て
替
え
は
、
東

京
都
の
民
間
移
譲
施
設
整
備
費
補
助
事

業
に
よ
り
、
本
年
度
６
月
に
は
第
一
期

工
事
が
竣
工
す
る
予
定
で
す
。
竣
工
後

は
城
南
島
工
場
か
ら
の
移
転
を
速
や
か

に
行
い
、
事
業
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ

う
に
努
力
し
ま
す
。



勘　定　科　目 当年度予算額 次期予算額 増　減
就労支援事業収入  5,389,652,000  5,085,260,000   -304,392,000
障害福祉サービス等事業収入    966,242,640  1,052,494,350     86,251,710

収 その他の事業収入    341,776,272    371,602,066     29,825,794
借入金利息補助金収入        670,000        471,000       -199,000

事 経常経費寄附金収入      9,462,720      9,425,000        -37,720
業 入 受取利息配当金収入      1,522,652      1,608,860         86,208
活 その他の収入     32,777,400     32,582,108       -195,292
動     事業活動収入計(1)  6,742,103,684  6,553,443,384   -188,660,300
に 人件費支出    755,498,984    815,273,677     59,774,693
よ 事業費支出     67,224,698    103,274,740     36,050,042
る 支 事務費支出    207,066,113    250,898,594     43,832,481
収 就労支援事業支出  5,173,663,000  4,934,900,000   -238,763,000
支 その他の支出    296,407,966    337,819,617     41,411,651

出 利用者負担軽減額      7,630,300      7,036,000       -594,300
支払利息支出      9,110,000     10,026,000        916,000
その他の支出      7,148,920      6,607,200       -541,720
    事業活動支出計(2)  6,523,749,981  6,465,835,828    -57,914,153
    事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)    218,353,703     87,607,556   -130,746,147
施設整備等補助金収入    312,751,000    237,065,000    -75,686,000

施 収 設備資金借入金収入    541,649,000   -541,649,000
設 固定資産売却収入      1,250,000      1,250,000
整 入 その他の施設整備等による収入      4,925,000         26,000     -4,899,000
備     施設整備等収入計(4)    859,325,000    238,341,000   -620,984,000
等 設備資金借入金元金償還支出     16,217,600    176,802,947    160,585,347
に 支 固定資産取得支出  1,085,344,097    253,738,000   -831,606,097
よ 固定資産除却・廃棄支出      1,364,000      1,364,000
る 出 ファイナンス・リース債務の返済支出      3,380,000      1,362,000     -2,018,000
収 その他の施設整備等による支出      6,772,632      8,735,832      1,963,200
支     施設整備等支出計(5)  1,111,714,329    442,002,779   -669,711,550

    施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)   -252,389,329   -203,661,779     48,727,550
積立資産取崩収入    140,783,800     72,720,000    -68,063,800
拠点区分間長期借入金収入    104,783,800   -104,783,800

収 事業区分間長期貸付金回収収入      1,400,000     11,200,000      9,800,000
拠点区分間長期貸付金回収収入     21,000,000     22,800,000      1,800,000

そ 事業区分間繰入金収入      6,971,366      6,929,000        -42,366
の 入 拠点区分間繰入金収入    171,970,824     70,450,000   -101,520,824
他 サービス区分間繰入金収入      1,442,727      3,105,600      1,662,873
の その他の活動による収入      3,120,000      3,120,000
活     その他の活動による収入計(7)    448,352,517    190,324,600   -258,027,917
動 長期運営資金借入金元金償還支出      3,000,000      1,200,000     -1,800,000
に 積立資産支出     82,436,349     49,488,000    -32,948,349
よ 支 拠点区分間長期貸付金支出    104,783,800   -104,783,800
る 事業区分間長期借入金返済支出      1,400,000     11,200,000      9,800,000
収 拠点区分間長期借入金返済支出     21,000,000     22,800,000      1,800,000
支 事業区分間繰入金支出      6,971,366      6,929,000        -42,366

出 拠点区分間繰入金支出    171,970,824     70,450,000   -101,520,824
サービス区分間繰入金支出      1,442,727      3,105,600      1,662,873
その他の活動による支出      8,505,000      8,505,000
    その他の活動支出計(8)    401,510,066    173,677,600   -227,832,466
    その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)     46,842,451     16,647,000    -30,195,451
    予備費支出(10)    106,120,225     85,208,049    -20,912,176
    当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)    -93,313,400   -184,615,272    -91,301,872

    前期末支払資金残高(12)  2,229,564,806  2,229,564,806
    当期末支払資金残高(11)+(12)  2,136,251,406  2,044,949,534    -91,301,872
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評議員 朝　日　雅　也 県立大学教授

評議員 柿　沼　一　彦 元 社会福祉協議会事務局長

評議員 髙　橋　　　毅 社会福祉法人常務理事

評議員 外　川　勝　久 設計コンサルタント会社調査役

評議員 冨　澤　みち子 元 当法人事業所総務部長

評議員 橋　本　　　弘 社会福祉法人理事長

評議員 松　村　正　一 公認会計士

評議員 湯　田　正　樹 就労移行支援事業所所長

評議員 ラガウスキー・マイケル 大手商社広報部

（50音順）

理事 中　村　敏　彦 理事長

理事 鬼　頭　克　介 常務理事・事業本部長・所長

理事 加　藤　留美子 事業本部長・所長

理事 今　西　康　二 事業本部長・所長

理事 吉　村　謙　次 副所長

理事 湯　浅　克　己 事業副本部長・所長

理事 星　　　　　忍 事業副本部長・所長

監事 加　藤　一　志 公認会計士

監事 山　根　伸　右 弁護士

（就任順）

【 組 織 図 】

コ
ロ
ニ
ー
障
害
者
計
画
相
談
支
援
室
（
ふ
き
の
と
う
）

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ

生
活
介
護
事
業
（
定
員
10
名
）

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
障
害
者
計
画
相
談
支
援
室

中
野
障
害
者
計
画
相
談
支
援
室
（
こ
ろ
ま
っ
ぷ
）

天
神
山
こ
あ
ら
ハ
イ
ツ

と
よ
た
ま
ハ
イ
ム

国
分
寺
戸
倉
寮
・
ピ
ア
戸
倉

事
務
局

中
野
区
在
宅
障
害
者
緊
急
一
時
保
護（
定
員
１
名
）

も
み
じ
や
ま
障
害
者
計
画
相
談
室

生
活
介
護
事
業（
定
員
30
名
）

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業（
定
員
60
名
）

就
労
移
行
支
援
事
業（
定
員
10
名
）

短
期
入
所
事
業（
定
員
４
名
）

及び虐待防止対策委員会

６

577

89

ト
ー
コ
ロ
あ
お
ば
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

－

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
定
員
10
名
）

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー

74

28

59

10480
42

評 議 員 ・ 役 員 一 覧
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所　　業　　事 事業所番号 責　任　者

法人本部 理事長　　中村　敏彦

法人事務局 事務局長　井上　忠幸

福

祉

事

業

本

部

（担当理事）本部長　加藤留美子

障害福祉サービス事業（居宅介護等）
（老人居宅介護等）

　トーコロ生活支援センター

1311400046
1371402775

事業所長　加藤留美子＊

（グループホーム）

東久留米第二氷川台寮 1324500048

中野第二江原寮 1321400119

天神山グループホーム 1323900702

（短期入所）
　中野江原短期入所 1311400848

（特定相談支援）
　中野障害者計画相談支援室「ころまっぷ」 1331401347

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部

（担当理事）本部長　鬼頭　克介
事務局

（公益事業）
　トーコロ情報処理センターデジタルメディアセンター 事業所長　坂田　利胤

（公益事業）
　トーコロ情報処理センター事業部 事業所長　柴田実千代

（公益事業）
　トーコロ情報処理センター職能開発室 事業所長　堀込真理子

社

会

就

労

事

業

本

部

（担当理事）本部長　今西　康二
副本部長　星　忍

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型、
生活介護）
　コロニー中野

1311400715 事業所長　近藤　章夫＊

（アートビリティ） 代表　高橋　宏和

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型）
　コロニー東村山

（特定相談支援）
　コロニー障害者計画相談支援室「ふきのとう」

1313600346
1333600631 事業所長　星　忍＊

東村山市障害者就労支援室 （大野　宏）

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ｂ型）
　トーコロ青葉ワークセンター
障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）
　トーコロあおば就労サポートセンター「アリーバ」

1313600320
1352700148

事業所長　六川　洋＊

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ｂ型）
　中野区仲町就労支援事業所

1311401085 事業所長　秋谷　直子＊

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ｂ型、生活介護）
　コロニーもみじやま支援センター 1311401820

事業所長　今西　康二＊（短期入所） 
　もみじやま短期入所 1311401812

（特定相談支援） 
　もみじやま障害者計画相談室 1331401792

福
祉
工
場
事
業
本
部

（担当理事）本部長　鬼頭　克介
副本部長　湯浅　克己

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型）
　東京都葛飾福祉工場（金町工場）（立石工場）

（特定相談支援）
　東京都葛飾福祉工場障害者計画相談支援室

1312201476
1332201878

事業所長　鬼頭　克介＊

（八潮配送センター）

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型）
　東京都大田福祉工場 1311101735 事業所長　湯浅　克己＊

＊障害福祉サービスにおける管理者　　（　）内は現業責任者

組 織 運 営 表（2018年７月１日現在）
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前
号
の
「
コ
ロ
ニ
ー
と
う
き
ょ
う
」
で

も
ご
報
告
し
た
通
り
、
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
度
は
、
国
、
東
京
都
、
中
野
区
よ

り
補
助
を
受
け
て
、
新
築
お
よ
び
改
築
事

業
が
４
か
所
で
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
本
年
２
月
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
と
よ
た
ま
ハ
イ
ム
」
が
練
馬
区
に
開
設
、

４
月
に
は
障
害
者
多
機
能
型
通
所
施
設「
コ

ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

開
設
し
、
同
４
月
に
は
「
コ
ロ
ニ
ー
中
野
」

の
老
朽
改
築
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

３
事
業
所
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

の
後
の
記
事
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
た
だ
き

ま
す
が
、本
号
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
「
東

京
都
大
田
福
祉
工
場
」
の
新
築
工
事
も
竣

工
し
、
予
定
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
事
業

が
完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

１
か
所
の
補
助
事
業
で
も
大
き
な
こ
と
で
、

そ
れ
が
複
数
個
所
が
同
時
進
行
し
た
年
度

は
過
去
に
例
を
み
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
は
じ
め
と
し
、
関

係
各
所
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
よ
り
当
法
人
は
社
会

福
祉
法
で
定
め
る
「
特
定
社
会
福
祉
法
人
」

と
位
置
付
け
ら
れ
、
外
部
会
計
監
査
人
の

選
任
を
は
じ
め
と
し
た
、
監
査
機
能
の
強

化
に
よ
る
運
営
の
適
正
化
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
法
人
で
は
昨
年
、

公
募
、
選
考
会
を
経
た
う
え
で
永
和
監
査

法
人
を
外
部
会
計
監
査
人
と
し
、
各
拠
点

を
通
じ
て
法
人
の
監
査
を
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
。
か
ね
て
よ
り
法
人
の
規
模
に
応

じ
た
適
切
な
監
査
を
行
う
た
め
に
は
、
外

部
会
計
監
査
人
選
任
の
必
要
性
を
監
事
か

ら
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

一
年
間
実
際
に
監
査
を
受
け
て
き
ま
し
た

が
、
会
計
を
主
軸
に
法
人
運
営
の
細
か
い

点
ま
で
そ
の
範
囲
は
及
び
ま
し
た
。
法
人

と
し
て
は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
度

よ
り
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
の
見
直
し

を
機
に
、
拠
点
経
理
の
健
全
化
と
適
正
化

を
進
め
て
き
て
お
り
、
あ
る
程
度
進
ん
で

い
た
と
認
識
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、

改
め
て
専
門
家
の
目
に
よ
る
監
査
に
お
い

て
は
、
改
善
す
べ
き
点
が
ま
だ
ま
だ
多
く

あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

特
定
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、
他
の
社
会

福
祉
法
人
の
模
範
と
な
る
べ
き
位
置
づ
け

で
あ
る
と
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
指
導
監

査
部
指
導
監
査
課
か
ら
は
ご
指
導
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
も
そ
う
あ
る
べ
く
改
善

努
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
４
月
よ
り
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
し
、
医
療
、

介
護
保
険
に
お
け
る
報
酬
改
定
が
な
さ
れ

ま
し
た
。今
回
の
改
正
で
は
、２
０
１
７（
平

成
29
）
年
5
月
に
行
わ
れ
た
経
営
実
態
調

査
の
集
計
結
果
に
基
づ
き
、２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
度
に
実
施
さ
れ
た
同
調
査
と
の

増
減
差
が
大
き
い
も
の
を
中
心
に
改
正
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
当
法
人
の
中
核

事
業
で
あ
る
就
労
継
続
支
援
事
業
（
Ａ
型
、

Ｂ
型
と
も
に
）
に
お
け
る
大
幅
な
減
算
が

あ
り
、
拠
点
に
よ
っ
て
は
そ
の
影
響
を
大

き
く
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
報
酬

に
お
け
る
評
価
へ
の
考
え
方
の
変
化
に
も

よ
り
ま
す
が
、
膨
ら
み
続
け
る
社
会
保
障

費
の
抑
制
と
い
う
こ
と
が
相
当
に
意
識
さ

れ
て
い
る
表
れ
と
み
て
お
り
ま
す
。

　

制
度
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
も
、
な

す
べ
き
こ
と
は
変
わ
ら
ず
法
人
理
念
に

沿
っ
て
運
営
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
一
層

の
法
人
運
営
の
健
全
化
に
向
け
て
進
め
て

い
く
所
存
で
す
。
今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長　

井
上
忠
幸

　

今
年
度
よ
り
新
た
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
と
し
て
「
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や

ま
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、中
野
区
が
区
の
障
害
福
祉
計
画
に
沿
っ

法
人
の
主
な
動
き
か
ら

２
０
１
７
年
度
の

法
人
運
営
に
つ
い
て

「
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
開
設
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築
50
年
と
な
る
老
朽
化
し
た
建
物
は
、

国
庫
補
助
申
請
4
回
目
に
し
て
よ
う
や
く

改
築
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
、
予
定
通
り
一
年

で
竣
工
、
法
人
設
立
の
地
で
あ
る
中
野
区

江
原
町
で
、
こ
の
4
月
よ
り
心
機
一
転
、

事
業
を
再
開
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

仮
移
転
先
の
中
野
区
鷺
宮
の
地
で
は
、
思

い
も
か
け
ず
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
を

賜
り
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
改
め

て
中
野
区
の
福
祉
に
対
す
る
取
り
組
み
が

地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ま
か
ら
興
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
改
築
工
事
開
始

に
も
快
く
ご
承
諾
い
た
だ
く
ば
か
り
か
、

活
介
護
事
業
所
で
の
実
習
に
担
当
従
業
員

８
名
を
派
遣
し
て
、
情
報
の
収
集
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
様
は
ご
自
身
の
目
指
す
生

活
の
実
現
の
た
め
に
、
目
的
に
応
じ
て
就

労
移
行
支
援
事
業
、
就
労
継
続
支
援
事
業
、

生
活
介
護
事
業
を
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

短
期
入
所
に
つ
き
ま
し
て
も
徐
々
に
申
し

込
み
が
増
え
て
き
て
お
り
、
新
し
い
施
設

で
充
実
し
た
設
備
の
も
と
日
々
の
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、
一

人
ひ
と
り
に
応
じ
た
活
動
と
同
じ
建
物
で

共
に
行
う
活
動
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
、

て
「（
仮
称
）
中
野
五
丁
目
障
害
者
多
機
能

型
通
所
施
設
」
と
し
て
計
画
・
公
募
し
た

も
の
を
、
東
京
コ
ロ
ニ
ー
が
運
営
法
人
に

選
定
さ
れ
開
設
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の

で
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
生

活
介
護
（
定
員
30
名　

内
重
身
５
名
）・
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
（
定
員
60
名
）・
就
労
移

行
支
援（
定
員
10
名
）・
短
期
入
所（
４
床
）・

障
害
者
短
期
緊
急
支
援
（
中
野
区
単
独
事

業
１
床
）
の
全
体
定
員
１
０
５
名
の
多
機

能
型
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
中
で

も
東
京
コ
ロ
ニ
ー
が
初
め
て
取
り
組
む
生

活
介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら

事
業
内
容
の
検
討
や
、
区
内
他
法
人
の
生

利
用
者
の
皆
様
の
目
指
す
生
活
に
マ
ッ
チ

し
た
活
動
が
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
入
所
や
地
域
の
皆
さ
ま
も

利
用
で
き
る「
多
目
的
室
」の
設
置
な
ど
、

当
セ
ン
タ
ー
の
通
所
利
用
者
以
外
の
地
域

の
方
々
に
も
利
用
し
て
頂
け
る
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
よ
り

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業
所
で

は
あ
り
ま
す
が
、
障
害
の
あ
る
方
た
ち
が
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　

今
西　

康
二

「
コ
ロ
ニ
ー
中
野
」
改
築
完
了

〈施設概要〉

施設名称：コロニーもみじやま支援センター

所 在 地：中野区中野５丁目３番 32 号

敷地面積：1,545.07 ㎡

建築面積：735.17 ㎡　延面積：2700.79 ㎡

事業内容：障害福祉サービス事業
（就労移行支援（定員 10 名）、就労継続支援Ｂ
型（定員 60 名）、生活介護（定員 30 名）、短
期入所（定員 4 名））、特定相談支援事業、中
野区緊急一時保護

生活介護のフロア

自主製品などを販売する店舗「十五や」
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応
援
し
て
下
さ
っ
た
江
原
町
近
隣
住
民
の

皆
さ
ま
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
場
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
改
築
に
伴
い
定
員
を

こ
れ
ま
で
の
就
労
移
行
支
援
10
名
、
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
10
名
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
50
名
の
計
70
名
に
加
え
、
新
た
に
生
活

介
護
事
業
を
本
年
度
は
10
名
定
員
に
て
開

始
、
来
年
度
は
20
名
へ
の
増
員
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
生
活
介
護
事
業
へ
の
期
待
は

大
き
い
よ
う
で
、
早
々
に
多
数
の
見
学
希

望
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
現
在
、
見
学

対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

建
物
と
し
て
は
、
人
と
車
の
出
入
り
を

別
々
に
分
け
安
全
に
配
慮
し
た
造
り
と
し

ま
し
た
。
新
た
な
設
備
と
し
て
は
、
生
活

介
護
事
業
に
は
不
可
欠
で
あ
る
入
浴
の
た

め
の
「
天
井
走
行
リ
フ
ト
」
と
「
チ
ェ
ア
ー

型
機
械
浴
槽
」、
身
体
の
機
能
維
持
訓
練
の

た
め
の
機
器
を
設
置
し
た「
リ
ハ
ビ
リ
ル
ー

ム
」、
車
イ
ス
利
用
の
方
の
休
憩
場
所
と
し

て
想
定
し
た
小
上
が
り
の
「
和
室
」、
主
に

発
達
障
害
の
方
の
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ

る
癒
し
の
場
で
あ
る「
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー

ム
」
な
ど
を
用
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一

度
に
50
人
が
食
事
で
き
る
食
堂
は
一
番
陽

当
た
り
の
良
い
４
階
に
設
け
、
隣
接
す
る

大
小
の
会
議
室
の
壁
を
可
動
式
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
時
な
ど
に
は
開
け
放
つ
こ
と
で
大

き
な
空
間
と
な
り
、
フ
ラ
ッ
ト
に
繋
が
っ

て
い
る
約
65
㎡
の
大
型
バ
ル
コ
ニ
ー
「
憩

い
の
広
場
」
と
共
に
、
一
番
の
見
ど
こ
ろ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
面
で
は

所
内
の
大
部
分
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
せ
ず
、

同
等
の
経
済
性
と
寿
命
を
持
ち
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
問
題
が
無
く
、
て
ん
か
ん
発
作
誘
発

の
恐
れ
も
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
蛍
光
灯
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
下
に
は
１
０
０
名
分
の
上
水（
飲
料

水
）と
中
水（
生
活
用
水
）を
そ
れ
ぞ
れ
１

週
間
分
、
常
に
ス
ト
ッ
ク
出
来
る
タ
ン
ク

を
設
置
し
て
お
り
、
利
用
者
や
従
業
員
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
も
非
常
時

に
は
供
給
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
最
新
の
設
備
を
整
え
た
大
型
の

施
設
が
立
ち
上
が
る
こ
と
へ
の
周
り
の
反

応
は
予
想
以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
中

野
区
で
は
今
後
、
毎
年
７
名
前
後
の
生
活
介

護
事
業
の
利
用
見
込
み
者
が
い
る
こ
と
が

区
の
中
期
計
画
で
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

周
辺
他
区
で
も
同
じ
状
況
で
あ
る
と
思
わ

れ
、
車
で
30
分
前
後
の
地
域
か
ら
の
見
学

実
習
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
地
域
の
小
学
校
と
連
携
し

た
出
張
授
業
や
事
業
所
見
学
を
行
っ
て
お

り
、
コ
ロ
ニ
ー
祭
り
へ
も
小
さ
な
子
供
た
ち

が
大
勢
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
多
く
の
子
が「
障
害
」を
分
け
隔
て
な

く
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し

く
ま
た
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
そ
の
子
供

た
ち
が
こ
の
地
で
暮
ら
し
て
行
く
上
で
、

今
後
50
年
１
０
０
年
と
こ
の
事
業
所
が
必

要
と
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。コ

ロ
ニ
ー
中
野　

所
長　

近
藤
章
夫

〈施設概要〉

施設名称：コロニー中野

所 在 地：中野区江原町２丁目６番７号

敷地面積：876.16 ㎡

建築面積：509.16 ㎡　延面積：2106.15 ㎡

事業内容：障害福祉サービス事業
（就労移行支援（定員 10 名）、就労継続支援Ａ
型（定員 10 名）、就労継続支援Ｂ型（定員 50
名）、生活介護（定員 10 名））

スヌーズレンルーム

食堂とバルコニー
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法
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
中
野
区
、

東
久
留
米
市
、
国
分
寺
市
、
西
東
京
市
に

あ
り
、
３
事
業
所
９
ユ
ニ
ッ
ト
で
運
営
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
10
番
目
の
ユ

ニ
ッ
ト
「
と
よ
た
ま
ハ
イ
ム
」（
定
員
：
男

性
５
名
）
が
練
馬
区
に
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
東
京
都
補
助
金
に
よ
り
、

二
階
建
て
の
建
物
の
一
階
部
分
を
グ
ル
ー

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
と
よ
た
ま
ハ
イ
ム
」
の
開
設

プ
ホ
ー
ム
に
改
修
し
、
今
年
３
月
に
開
設

し
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
設
計
で
、
食
堂

の
回
り
に
居
室
５
室
、
風
呂

１
か
所
、
シ
ャ
ワ
ー
１
か
所
、

ト
イ
レ
２
か
所
、
内
階
段
で

二
階
に
世
話
人
室
、
消
防
設

備
は
自
動
火
災
報
知
機
と
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
「
と
よ
た
ま
ハ
イ
ム
」
は
、

住
所
は
練
馬
区
豊
玉
で
す
が
、

中
野
区
内
の
中
野
第
二
江
原

寮
の
４
つ
目
の
ユ
ニ
ッ
ト
と

し
て
都
に
届
出
を
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ニ
ー
中
野
か
ら
歩
い
て

15
分
、
中
野
区
内
に
新
設
し
た
コ
ロ
ニ
ー

も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
近
く
、

こ
れ
ら
の
事
業
所
に
通
う
皆
様
の
ニ
ー
ズ

を
受
け
止
め
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て

い
ま
す
。
３
月
に
順
次
、
コ
ロ
ニ
ー
中
野
の

方
が
３
名
入
居
し
て
徒
歩
で
通
所
、
４
月

か
ら
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー

の
方
が
１
名
入
居
さ
れ
送
迎
バ
ス
で
通
所

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
６
月
に
は
コ
ロ

ニ
ー
中
野
に
通
う
５
人
目
の
方
が
入
居
さ

れ
、
満
室
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
補
助
金
や
区
建
築
指
導
課
で
の
手
続

き
に
か
な
り
の
期
間
を
要
し
て
し
ま
い
、
２

月
27
日
に
消
防
署
、
東
京
都
の
検
査
、
２

月
28
日
内
覧
会
、
そ
し
て
３
月
１
日
開
設

と
、
建
物
完
成
か
ら
開
設
ま
で
、
あ
ま
り

日
数
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
入
居
者

と
ご
家
族
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

担
当
世
話
人
と
準
備
を
急
ぎ
、
新
生
活
を

ス
ム
ー
ズ
に
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
入
居
者
全
員
が
平
日
は
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
、
週
末
は
実
家
で
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
数
カ
月
た
ち
、
ご
家

族
も
含
め
、
慣
れ
て
こ
ら
れ
た
様
子
で
す
。

　
「
と
よ
た
ま
ハ
イ
ム
」
開
設
の
た
め
の
建

物
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
大
家
さ
ん
、
厳

し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
改
修
を
進
め
て

下
さ
っ
た
設
計
、
施
工
担
当
の
方
々
、
そ

し
て
、
こ
の
地
域
に
暖
か
く
迎
え
入
れ
て

下
さ
っ
た
二
階
の
ご
家
族
や
近
隣
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

福
祉
事
業
本
部
長　

加
藤
留
美
子

〈施設概要〉

施設名称：とよたまハイム

所 在 地：練馬区豊玉南２丁目３番９号

敷地面積：151.05 ㎡

建築面積：101.27 ㎡　延面積：105.66 ㎡

事業内容：障害福祉サービス事業
（共同生活援助（定員５名））
※中野第二江原寮にユニットとして追加
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T O P I C S

い
う
間
で
、お
昼
の
チ
ャ
イ
ム
に
「
え
っ
？

も
う
お
昼
？
」
と
い
う
集
中
ぶ
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
こ
と
を
自
信
を
持
っ

て
で
き
る
よ
う
仕
事
を
切
り
出
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
全
員
が
パ
ン
作
り
に

関
わ
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
そ
れ
が
工
賃
の

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夢
は
一
年

後
に
行
わ
れ
る
お
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト「
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」
で
の
入
賞
で
す
！

「
ベ
ー
カ
リ
ー
こ
ろ
・
こ
ろ
」
は
居
心
地

の
よ
い
空
間
と
、
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
の

こ
な
い
美
味
し
い
パ
ン
を
ご
用
意
し
て
、

お
客
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
同
時

に
、
利
用
者
さ
ん
が
長
く
、
楽
し
く
働
け

る
場
所
と
し
て
あ
り
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。

飲
食
事
業
（
こ
ろ
・
こ
ろ
）　

原　

順
子

仲
町
就
労
支
援
事
業
所
で
は
今
年
度
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
利
用
者
同
士
の
コ

老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
期
間
中
閉
店

し
て
い
た
「
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
の
店
こ
ろ
・

こ
ろ
」
は
今
年
の
４
月
よ
り
「
ベ
ー
カ
リ
ー

こ
ろ
・
こ
ろ
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

仮
移
転
先
で
あ
っ
た
鷺
宮
で
の
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
販
売
に
、
い
つ
し
か
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
来
店
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
、
今
で
は
江
原
町
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
る
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
狭
い
中
で
の
製
造
販
売
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
の
日
々
は
働
く

皆
の
繋
が
り
を
深
め
、
た
く
さ
ん
の
方
に

こ
ろ
こ
ろ
の
パ
ン
を
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
で
、
次
へ
の
大
き
な
一
歩
に

な
り
ま
し
た
。

こ
ろ
・
こ
ろ
の
利
用
者
さ
ん
は
、
パ
ン

作
り
の
計
量
を
は
じ
め
、
形
づ
く
り
か
ら
、

オ
ー
ブ
ン
タ
イ
マ
ー
設
定
な
ど
、
多
様
な

工
程
の
ほ
と
ん
ど
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
お
店
の
接
客
や
清
掃
、
注

文
配
達
、
そ
し
て
毎
月
15
回
ほ
ど
行
わ
れ

る
外
部
販
売
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
含
む
準
備
・

販
売
等
、
様
々
な
場
面
で
従
業
員
の
指
示

を
受
け
な
が
ら
、
日
々
一
生
懸
命
働
い
て

い
ま
す
。
特
に
午
前
中
の
時
間
は
あ
っ
と

コ
ロ
ニ
ー
中
野

ベ
ー
カ
リ
ー
こ
ろ
・
こ
ろ

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所

昭
和
記
念
公
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

毎朝たくさんのパンがお店に並びます

いらっしゃいませ
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コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
「
も
み
じ
や
ま
短
期

入
所
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

も
み
じ
や
ま
短
期
入
所
は
コ
ロ
ニ
ー
も

み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
あ
り
、

定
員
４
名
の
短
期
入
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
知
的
障
害
者
、
身
体
障
害
者
、

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
が
少
な
い

と
の
ご
意
見
が
あ
り
、
宿
泊
訓
練
よ
り
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
日
帰
り
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
16
日
当
日
は
快
晴
で
、
最
高
気
温

30
℃
と
真
夏
の
よ
う
な
暑
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢
24
名
、
10
時
に

中
野
駅
に
集
合
し
電
車
で
西
立
川
駅
へ
、

景
色
が
段
々
と
緑
豊
か
な
郊
外
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
、
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま

す
。
現
地
に
到
着
す
る
と
早
速
グ
ル
ー
プ

分
け
を
行
い
、
野
菜
を
切
る
係
と
火
起
こ

し
係
に
分
か
れ
て
準
備
を
始
め
ま
す
。
野

菜
の
準
備
は
、普
段
か
ら
調
理
作
業
を
行
っ

て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
皆

さ
ん
、
手
慣

れ
た
も
の
で

し
た
が
、
炭

の
火
起
こ
し

は
悪
戦
苦
闘

…
。
グ
ル
ー

プ
内
で
意
見

を
出
し
合
っ

た
り
、
他
の

グ
ル
ー
プ
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
り
と
普
段
か

ら
培
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
発
揮
し
、
何
と
か
全
グ
ル
ー
プ
、
火
起

こ
し
に
成
功
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
宿
泊
訓
練
で
室
内
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
が
、
肉
が
足
り
な

い
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
回
は

肉
を
増
量
、
そ
れ
以
外
に
も
焼
き
鳥
、
焼

き
お
に
ぎ
り
、
焼
き
そ
ば
、
キ
ノ
コ
の
ホ

イ
ル
焼
き
、漬
け
物
な
ど
多
数
用
意
し
、「
も

う
食
べ
き
れ
な
い
…
」
と
苦
悶
の
表
情
を

浮
か
べ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。今

回
、
多
数
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
普
段
の
事
業
所
内
と
は
違
う
一
面
を

見
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
作
れ
た
ら
、
と
思

い
ま
す
。

支
援
課　

係
長　

高
橋
明
宏

難
病
等
対
象
者
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
居
室
の
タ
イ
プ
も
い
く
つ
か
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
昇
降
機
能
付
き
ベ
ッ
ド
が

設
置
さ
れ
て
い
る
部
屋
、
畳
敷
き
で
布
団

を
敷
く
タ
イ
プ
の
部
屋
、
普
通
の
ベ
ッ
ド

の
部
屋
な
ど
が
あ
り
、
利
用
さ
れ
る
方
の

障
害
の
状
況
な
ど
を
お
伺
い
し
て
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
部
屋
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
居
室
内
に
は
初
め
て
利
用
さ
れ
る

方
で
も
な
る
べ
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
お
気
に
入
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
な
ど

を
聞
い
て
過
ご
し
て
い
る
方
も
多
く
い
ま

す
。
食
事
に
つ
い
て
は
短
期
入
所
内
の
台

所
で
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
可
能
な
方
は

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま

支
援
セ
ン
タ
ー

も
み
じ
や
ま
短
期
入
所
に
つ
い
て
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一
緒
に
夕

食
作
り
な

ど
も
行
っ

て
い
け
れ

ば
と
思
い

ま
す
。

現
在
、

利
用
し
て

い
る
方
の

多
く
は
も

み
じ
や
ま

支
援
セ
ン

タ
ー
の
就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型
や
生
活

介
護
を
利
用
し
て
い
る
方
と
な
っ
て
お
り
、

今
ま
で
は
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
に
不
安

が
あ
る
た
め
に
短
期
入
所
の
利
用
を
行
っ

て
こ
な
か
っ
た
方
も
、
同
じ
建
物
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
不
安
な
く
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
お
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
多
く
の
方

に
短
期
入
所
を
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
地
域
の
方
に
広
く
利
用

し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、
短

期
入
所
利
用
希
望
の
方
は
コ
ロ
ニ
ー
も
み

じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
ず
は
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
こ

ち
ら
の
支
援
体
制
な
ど
も
ご
説
明
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

生
活
支
援
課　

課
長　

島
田　

豊

２
月
17
日（
土
）余
暇
活
動
と
し
て「
ア
ー

ト
で
あ
そ
ぼ
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ニ
ー
東
村
山
の
食
堂
を
使
っ
て
、
６
名

の
利
用
者
さ
ん
と
３
名
の
従
業
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
準
備
し
た
の
は
、
色
鉛
筆
、

ク
レ
ヨ
ン
、
画
用
紙
、
色
紙
な
ど
。
特
に

こ
れ
と
い
っ
た
題
材
を
決
め
ず
、
描
き
た

い
も
の
を
好
き
な
よ
う
に
描
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。
画
用
紙
を
配
る
と
、
す
ぐ
に
描

き
始
め
る
方
、
家
か
ら
持
参
し
た
題
材
を

カ
バ
ン
か
ら
取
り
出
す
方
、
色
鉛
筆
を
選

ぶ
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
。
絵
で
は
な
く
ハ

サ
ミ
と
ノ
リ
を
使
っ
て
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
を
作
る
方
も
い
ま
し
た
。

午
前
中
９
時

30
分
～
12
時
ま

で
の
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
２
枚
描

く
方
が
何
人
も

い
ま
し
た
。
作

品
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
人
と
な
り

が
出
て
い
る
の

が
見
て
取
れ
て
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で

す
。
今
回
描
い
て
も
ら
っ
た
作
品
は
カ
レ

ン
ダ
ー
に
し
て
、
描
い
た
ご
本
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
余
暇
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

「
ア
ー
ト
で
あ
そ
ぼ
！
」
に
つ
い
て
は
、
趣

向
を
変
え
な
が
ら
回
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

副
所
長　

坂
本　

崇

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

ト
ー
コ
ロ

あ
お
ば
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ア

リ
ー
バ
」
で
は
、
今
年
度
よ
り
作
業
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
お
弁
当
作
り
を
企
画
し
ま

し
た
！　

お
弁
当
の
お
か
ず
サ
ン
プ
ル
は
、

昨
年
夏
ご
ろ
か
ら
従
業
員
総
出
で
取
り
掛

か
り
作
製
し
ま
し
た
。
紙
粘
土
で
エ
ビ
フ

ラ
イ
・
ハ
ン
バ
ー
グ
・
シ
ュ
ウ
マ
イ
な
ど

の
形
を
作
り
、
絵
の
具
で
色
を
付
け
、
ニ

ス
を
塗
っ
て
い
ま
す
。
１
食
材
、
１
０
０

個
を
目
標
に
作
り
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
・

の
り
巻
き
は
、
利
用
者
さ
ん
に
も
手
伝
っ

て
も
ら
い
完
成
し
ま
し
た
。

お
弁
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、第
一
に
〈
衛

生
面
〉
に
重
点
を
置
き
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で

昼
食
を
作
っ
て
頂
い
て
い
る
一
富
士
フ
ー

コ
ロ
ニ
ー
東
村
山

余
暇
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ア
ー
ト
で

あ
そ
ぼ
！
」
を
実
施
し
ま
し
た

ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

お
弁
当
プ
ロ
グ
ラ
ム開

始
し
ま
し
た
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ド
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
、
手

洗
い
の
方
法
や
必
要
な
物
、
気
を
付
け
る

べ
き
こ
と
の
知
恵
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

作
業
で
は
机
の
配
置
か
ら
始
ま
り
、テ
ー

ブ
ル
拭
き
・
服
装
準
備
・
手
洗
い
に
時
間

を
か
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
服
装
準
備
で

は
、
マ
ス
ク
・
ヘ
ア
ー
キ
ャ
ッ
プ
・
エ
プ

ロ
ン
・
手
袋
も
用
意
し
利
用
者
同
士
で
服

装
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
手
洗
い
は
、
正

式
な
手
洗
い
の
方
法
を
参
考
に
し
、
肘
ま

で
洗
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
お
弁
当
の
盛
り
付

け
作
業
に
入
り
ま
す
。
一
人
で
３
個
完
成

ま
で
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、

担
当
の
食
材
を
決
め
流
れ
作
業
で
取
り
組

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。始
め
に
ア
ル
ミ
カ
ッ

プ
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

が
と
て
も
入
れ
づ
ら
く
皆
様
苦
戦
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
こ
に
キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ

ン
バ
ー
グ
・
オ
ム
レ
ツ
と
食
材
を
詰
め
て

い
き
ま
す
。
最
後
に
は
ゴ
ム
を
斜
め
に
か

け
、
割
箸
を
は
さ
ん
で
完
成
で
す
。

セ
ン
タ
ー
内
の
他
の
従
業
員
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
、
お
弁
当
の
注
文
か
ら
配
達

ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
に

も
好
評
で
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

め
る
作
業
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
反
省

や
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
が
、
従
業
員
一
同
協
力
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
！

ト
ー
コ
ロ
あ
お
ば
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
ア
リ
ー
バ
」 
深
澤　

辰
朗

ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
事
業
部

は
、
１
９
７
４
年
に
開
始
さ
れ
た
漢
字
入

力
業
務
を
引
き
継
い
だ
形
で
、
１
９
８
２

年
に
ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
と
し

て
設
立
さ
れ
、
事
業
部
は
デ
ー
タ
入
力
専

用
機
に
よ
る
入
力
業
務
を
事
業
の
柱
と
し
、

他
、
電
話
交
換
業
務
や
総
合
案
内
業
務
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
入
力
業
務
」
と
言
っ
て
も
お
客
様
か
ら

の
依
頼
や
入
力
デ
ー
タ
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
一
例
で
は
あ
り
ま
す
が
税
金
関
係
の

各
種
帳
票
、
資
格
試
験
の
受
験
票
や
受
験

結
果
、
自
治
体
が
在
住
市
民
に
対
し
て
行

う
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
校
の
入
学
書
類
等
々
、

様
々
な
場
面
で
需
要
が
あ
り
ま
す
。
個
人

情
報
が
載
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
汚
損
・
紛
失
な

ど
は
当
然
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

業
務
中
は
規
則
に
基
づ
い
て
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
事
業
部
（
大
塚
事
務
所
）
内

の
入
力
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
要
望
に
応

じ
て
入
力
専
用
機
を
客
先
へ
持
ち
込
ん
で

業
務
を
行
っ
た
り
、
自
治
体
に
常
駐
し
て

い
る
従
業
員
も
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

営
業
的
な
意
味
合
い
で
の
新
規
開
拓
は

現
状
あ
ま
り
行
っ
て
お
ら
ず
、
以
前
か
ら
ご

依
頼
を
頂
い
て
い
る
お
客
様
か
ら
次
回
も
ご

依
頼
を
頂
く
、
別
件
で
新
た
な
ご
依
頼
を
頂

く
、
お
客
様
よ
り
別
な
お
客
様
へ
の
紹
介
で

ご
依
頼
を
頂
く
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
当
事
業
部
の
評
価
や
信
頼
の
高

さ
に
よ
り
安
定
し
て
依
頼
が
入
っ
て
き
て
お

り
、
従
業
員
の
弛
ま
ぬ
努
力
ゆ
え
の
高
品

質
な
成
果
と
サ
ー
ビ
ス
が
結
果
的
に
営
業
活

動
も
兼
ね
て
い
て
、
独
立
採
算
で
の
事
業
が

成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
は
事
業
理
念
の
通
り
、
当
事
業
部
に

お
い
て
障
害
の
あ
る
人
の「
完
全
参
加
と
平

等
」が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

以
上
、
所
感
を
交
え
て
事
業
部
の
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
自
身
は
本
年

１
月
入
職
の
新
参
者
で
、
ま
だ
至
ら
な
い

部
分
が
多
々
あ
り
、
教
え
て
頂
い
た
り
ご

指
導
頂
く
こ
と
ば
か
り
の
毎
日
で
す
が
、

今
後
は
本
部
長
や
所
長
を
含
め
た
従
業
員

の
方
々
が
築
き
あ
げ
て
き
た
信
用
を
失
う

こ
と
な
く
、
当
事
業
部
お
よ
び
引
い
て
は

当
法
人
が
さ
ら
に
発
展
し
て
行
け
る
よ
う
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
寄
与
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

業
務
課　

清
水　

誠
二

今
回
で
第
三
回
目
と
な
る
、
支
援
一
課
・

二
課
合
同
の
お
花
見
を
本
年
３
月
30
日
に

行
い
ま
し
た
。
会
場
は
毎
年
恒
例
の
都
立

水
元
公
園
で
す
。
木
々
や
花
々
も
キ
ラ
キ

ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

事
業
部

ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー　

事
業
部
に
つ
い
て

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場

お
花
見
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ラ
と
光
る
よ
う
な
最
高
の
お
天
気
で
桜
も

満
開
で
し
た
！

総
勢
38
名
の
参
加
者
は
、
こ
れ
ま
で
最
高

の
人
数
で
す
。
普
段
は
、
な
か
な
か
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
な
い
一
課
と
二
課
で
す
が
、

初
対
面
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り

で
し
た
。
今
回
は
、
鬼
頭
所
長
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
大
盛
り
上
が
り
で
す
。

ご
家
族
も
「
所
長
と
お
話
し
す
る
こ
と
が
で

き
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

桜
を
見
な
が
ら
散
策
！　

毎
年
そ
う
で

す
が
、
結
構
な
距
離
を
歩
く
の
で
、
み
ん

な
お
腹
が
ペ
コ
ペ
コ
で
す
。
普
段
運
動
不

足
の
支
援
員
も
多
い
の
で
、
な
か
な
か
良

い
運
動
に
な
り
ま
す
。

昼
食
は
、
前
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
二

種
類
の
お
弁
当
の
な
か
か
ら
選
ん
で
も
ら

う
形
式
に
し
ま
し
た
。（
前
回
は
上
限
金
額

だ
け
を
決
め
て
自
由
に
選
ん
で
も
ら
っ
た

の
で
、
配
る
の
に
と
て
も
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。）
前
回
人
気
の
ポ
テ
ト
フ

ラ
イ
も
注
文
し
ま
し
た
が
、
塩
加
減
の
せ

い
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

今
回
は
い
ま
ひ

と
つ
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、

屋
外
で
み
ん
な
一
緒
に
食
べ
る
お
弁
当
は

格
別
で
す
。
ご
家
族
か
ら
の
差
し
入
れ
も

あ
り
「
花
よ
り
団
子
」
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
…
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
ボ
ー
ル
投

げ
、
桜
を
見
な
が
ら
日
向
ぼ
っ
こ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
、
春
風
の
吹
く
心
地

よ
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
花
見
は
、
桜
の
開
花
時
期
と
満
開
予

想
を
考
え
な
が
ら
日
に
ち
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
気
象
庁
の
満
開
予
想
か
ら
は
、
今

年
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
覚
悟
し
て

い
ま
し
た
が
、
毎
年
満
開
で
絶
妙
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

（
支
援
部
長
が
予
想
を
し
て
い
ま
す
が
、
毎

年
ぴ
っ
た
り
！
）利
用
者
さ
ん
も
桜
の
開
花

が
始
ま
る
と
「
お
花
見
は
い
つ
？
」「
ポ
テ

ト
フ
ラ
イ
お
い
し
か
っ
た
。
今
年
も
食
べ
た

い
！
」
な
ど
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
普
段
は
金
町
工
場
と
立
石
工
場
で
離

れ
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
お
花
見
は

合
同
で
楽
し
め
る
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
な

の
で
、
来
年
も
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
一
課
長　

澤
地
か
お
る

大
田
福
祉
工
場
就
労
支
援
室
で
は
以
下

の
よ
う
な
趣
旨
で
炭
焼
き
作
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
。

＊

公
園
管
理
や
家
庭
の
庭
木
の
手
入
れ
で

生
じ
た
剪
定
枝
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
そ
の
ま

ま
清
掃
工
場
に
運
び
燃
や
し
て
い
ま
す
、

そ
れ
も
有
料
で
。
も
っ
た
い
な
い
！　

剪

定
枝
も
立
派
な
緑
の
資
産
で
す
。
都
会
の

な
か
の
貴
重
な
自
然
が
生
み
出
す
緑
を
、

大
切
な
資
源
と
し
て
も
っ
と
活
用
し
ま

し
ょ
う
。「
都
会
で
炭
焼
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
チ
ッ
プ
化
し
た
剪
定
枝
廃
材
を
材
料

に
炭
を
製
造
し
、
こ
れ
を
土
壌
改
良
材
と

し
て
土
に
戻
す
自
然
循
環
の
サ
イ
ク
ル
を
、

都
会
の
な
か
に
構
築
し
よ
う
と
す
る
活
動

で
す
。

（
都
会
で
炭
焼
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

＊

東
京
都
大
田
福
祉
工
場

都
会
で
炭
焼
き
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こ
の
趣
旨
の
活
動
に
大
田
福
祉
工
場
と

し
て
参
加
し
、
現
在
は
大
田
福
祉
工
場
の

庭
か
ら
出
た
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
、
そ

れ
を
城
南
島
工
場
で
、
専
用
の
煙
の
出
な

い
ド
ラ
ム
缶
型
の
炭
焼
き
窯
を
使
っ
て
炭

に
し
て
い
ま
す
。
炭
焼
き
の
日
は
Ｂ
型
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
6
名
程
度
が
大
森
か

ら
城
南
島
に
行
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

「
都
会
で
炭
焼
き
」
で
検
索
し
て
も
ら
え

る
と
、
右
記
の
Ｈ
Ｐ
が
最
初
に
出
て
き
ま

す
。
そ
こ
に
大
田
福
祉
工
場
城
南
島
工
場

で
撮
影
し
た
動
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
見
て
く
だ
さ
い
。

都
会
で
炭
焼
き
の
ネ
ッ
ク
は
煙
で
し
た
。

そ
こ
で
、
機
械
金
属
産
業
の
強
い
大
田
区

の
特
色
を
生
か
し
て
町
工
場
の
技
術
者
の

協
力
を
仰
ぎ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
煙

の
出
な
い
簡
易
炭
焼
き
装
置
を
開
発
し
ま

し
た
（
特
許
を
と
っ
て
い
ま
す
）。
そ
ん
な

に
複
雑
な
構
造
で
は
な
く
、
出
た
煙
を
循

環
さ
せ
、
再
度
燃
や
す
と
い
う
機
構
で
す
。

最
初
は
大
田
区
主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、
そ
こ
で
賞
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
賞
金
を
も
と
に
１

号
機
を
作
成
、
現
在
は
大
田
区
の
地
域
力

応
援
基
金
助
成
事
業
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

助
成
）
と
い
う
制
度
で
資
金
を
得
て
２
号

機
を
製
造
し
、
１
カ
月
に
２
回
程
度
、
城

南
島
工
場
で
炭
を
焼
い
て
い
ま
す
。

燃
料
と
し
て
は
壊
れ
た
パ
レ
ッ
ト
を
解

体
し
た
材
木
な
ど
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

大
田
福
祉
工
場
の
新
築
工
事
が
終
了
す
る

6
月
中
に
は
城
南
島
工
場
を
東
京
都
に
返

却
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
後
は
区

立
公
園
で
の
作
業
が
で
き
る
よ
う
大
田
区

と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

就
労
支
援
室
長　

鶴
田
雅
英

１
月
18
日
、ル
ネ
こ
だ
い
ら（
小
平
市
）で

行
わ
れ
た
障
害
者
歯
科
診
療
に
つ
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム「
歯
ミ
フ
ェ
ス
タ
」に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
内
容
は
多
摩
地
区
障
害
者
施
設

の
歯
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
で
す
。

第
一
部
は
障
害
者
に
対
す
る
合
理
的
配

慮
が
行
わ
れ
た
事
例
で
し
た
。
発
表
者
の
息

子
さ
ん
は
発
達
障
害
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

だ
わ
り
が
強
い
方
な
の
で
、
虫
歯
に
な
る
と

歯
医
者
で
の
治
療
が
と
て
も
大
変
に
な
る
、

と
い
う
理
由
で
絶
対
に
虫
歯
を
作
ら
な
い
よ

う
に
ご
家
族
を
あ
げ
て
気
を
付
け
て
い
た

そ
う
で
す
。
ず
っ
と
気
を
付
け
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
虫
歯
が
で

き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
に
治
療
し

て
も
ら
う
か
考
え
た
そ
う
で
す
。
歯
医
者

と
よ
く
相
談
し
た
う
え
で
、
ご
本
人
に
絵

カ
ー
ド
を
使
っ
た
治
療
内
容
の
説
明
と
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
行
い
、
治
療
へ

の
不
安
を
取
り
除
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
歯
科
衛
生
士
の
適
切
な
配
慮
も
あ
っ

て
う
ま
く
い
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
さ

し
く
障
害
者
差
別
解
消
法
の
「
障
害
者
に

対
す
る
合
理
的
配
慮
」
が
な
さ
れ
た
例
と
し

て
会
場
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
二
部
は
利
用
者
の
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
取
り
組
ん
で
い
る
就
労
支
援
事
業
所
や

入
所
施
設
で
の
事
例
報
告
で
し
た
。
本
人

任
せ
だ
と
な
か
な
か
上
手
に
で
き
な
い
歯
磨

き
も
、
職
員
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
の
数
々
は
初
め
て
見
聞
き
す

る
こ
と
ば
か
り
で
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
職

員
の
負
担
も
相
当
だ
と
思
い
ま
す
が
、
歯
の

衛
生
を
保
つ
こ
と
の
重
要
性
が
事
業
所
内

で
共
有
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
法
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
も
声
掛

け
、
仕
上
げ
磨
き
が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。

ご
本
人
が
拒
否
的
な
反
応
を
み
せ
る
こ
と

も
あ
り
、
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

入
居
者
の
中
に
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
習

慣
を
続
け
て
、
数
ヶ
月
に
一
度
、
ス
タ
ッ
フ

が
付
き
添
っ
て
歯
科
で
検
診
を
受
け
て
い
る

方
が
あ
っ
た
り
、
車
椅
子
を
使
用
さ
れ
て
い

て
歯
科
に
通
う
の
が
大
変
な
方
は
、
訪
問
歯

科
に
定
期
的
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
方
も
い

ま
す
。
反
面
、ど
う
し
て
も
歯
科
に
行
け
ず
、

全
部
が
虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
や
わ
ら
か
い

も
の
し
か
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

方
も
あ
り
、
食
生
活
・
健
康
状
態
へ
の
歯
の

影
響
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、

歯
の
ケ
ア
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。
今
後
も
一
人
一
人
に
あ
っ
た
支
援

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

研
鑽
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
課
長　

髙
塚
孝
太
郎

福
祉
事
業
本
部

歯
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
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１
．
は
じ
め
に

国
際
情
勢
の
不
安
定
・
緊
張
が
増
幅
し
て

い
る
中
、
わ
が
国
で
は
憲
法
改
正
も
争
点
の

ひ
と
つ
に
し
て
、
突
然
の
衆
議
院
解
散
・
総

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
解
散
前
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
何
の
た
め
の
解
散
・

総
選
挙
だ
っ
た
の
か
批
判
の
声
も
多
く
、
平

和
維
持
へ
の
懸
念
が
残
り
ま
し
た
。

経
済
状
況
は
景
気
回
復
基
調
の
報
道
も
あ

り
ま
す
が
、
実
感
を
伴
わ
な
い
と
い
う
世
論

か
ら
格
差
社
会
の
深
刻
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

国
連
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准
し
て
か
ら
丸

３
年
、
実
質
的
に
障
害
者
の
暮
ら
し
の
質
は

ど
の
よ
う
に
向
上
し
た
の
か
検
証
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

前
年
度
か
ら
、
改
正
社
会
福
祉
法
に
基
づ

く
事
業
運
営
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、

必
要
な
体
制
作
り
は
一
旦
区
切
り
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
本
年
度
末
に

は
第
４
次
障
害
者
基
本
計
画
の
基
本
的
な
指

針
や
障
害
者
総
合
支
援
法
施
行
３
年
後
の
見

直
し
に
よ
る
新
た
な
施
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
体
制
加
算
か
ら
実
績
加
算
に
さ

ら
に
大
き
く
見
直
さ
れ
、
障
害
福
祉
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
や
役
割
を
含
め
て
、
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
す
方
向
性
が
強
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
激
変
す
る
社
会
福
祉
の
環
境

に
柔
軟
に
対
応
し
、
障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら

し
を
支
え
続
け
ら
れ
る
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
建
て
替
え
等
の
事
業
を
確

実
に
実
行
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
ま

し
た
。
法
人
内
で
は
拠
点
間
の
様
々
な
連
携

体
制
の
下
、
東
京
都
や
中
野
区
な
ど
の
所
轄

行
政
機
関
、
地
域
の
関
係
団
体
の
ご
協
力
も

あ
り
、
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
は
若
干
遅
れ

ま
す
が
、
練
馬
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
と
よ

た
ま
ハ
イ
ム
）は
年
度
内
に
開
設
を
終
え
、

コ
ロ
ニ
ー
中
野
、
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支

援
セ
ン
タ
ー
は
新
年
度
か
ら
新
し
い
事
業
所

で
開
始
で
き
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
中
期
事
業
計
画
を
具
現
化
す
る
た

め
に
、
事
業
本
部
制
や
法
人
本
部
の
あ
り
方

な
ど
を
含
め
て
検
討
に
入
り
ま
し
た
が
、
方

向
性
を
示
す
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

継
続
し
て
、
将
来
の
法
人
像
を
意
識
し
な
が

ら
、
お
互
い
に
課
題
を
共
有
し
、
法
人
全
体

で
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
本
年

度
は
、
様
々
な
問
題
が
噴
出
し
た
年
度
で
も

あ
り
、
管
轄
行
政
や
理
事
会
、
評
議
員
会
で

も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な

ご
指
導
や
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
事
業
運
営

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
改

め
て
事
業
の
目
的
を
認
識
し
、
先
行
き
の
見

通
し
が
不
透
明
な
社
会
環
境
の
中
で
あ
っ
て

も
、
障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
が
少
し
で
も

向
上
す
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
方
針
に
対
す
る
運
営
結
果

本
年
度
の
事
業
方
針
は
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
と
就
労
支
援
事
業
の
不
採
算
部
門

の
経
営
改
善
を
目
指
す
も
の
で
、
財
政
面
で

は
必
要
と
な
る
事
業
所
の
建
て
替
え
な
ど
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
事
業
の
継
続
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
で
し
た
。
各
施
設

整
備
補
助
を
含
め
た
特
定
収
入
が
収
入
全
体

の
５
％
を
超
え
た
こ
と
で
、
消
費
税
に
調
整

計
算
が
発
生
し
、
前
年
度
の
決
算
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
、
損
益
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
運
営
結

果
は
課
題
を
残
し
つ
つ
も
以
下
の
通
り
と
な

り
ま
し
た
。

⑴
経
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

・ 

６
月
の
理
事
会
、
定
時
評
議
員
会
に
お

い
て
、
理
事
・
監
事
は
評
議
員
会
で
決

議
さ
れ
、
評
議
員
は
、
評
議
員
選
任
・

解
任
委
員
会
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
外
部
会
計
監
査
人
と
の

監
査
契
約
を
締
結
し
、
監
査
が
開
始
さ

れ
る
な
ど
、
新
た
な
体
制
で
運
営
に
努

め
ま
し
た
。

・ 

障
害
者
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
法

人
に
籍
を
置
く
す
べ
て
の
者
の
規
範
と

な
る
よ
う
に
、「
従
業
員
行
動
規
範
」か

ら
従
業
員
を
削
除
し「
行
動
規
範
」と
し

て
改
訂
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
法
人
の

基
本
理
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
当
事
者

主
体
」に
つ
い
て
は
、
国
連
障
害
者
権
利

条
約
に
も
あ
る
よ
う
に
、
他
の
者
と
の

平
等
を
基
礎
と
し
て
と
い
う
国
際
基
準

も
参
考
に
し
な
が
ら「
平
等
性
」に
変
更

２
０
１
７
年
度　

事
業
報
告
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し
ま
し
た
。

・ 
法
改
正
や
業
務
改
善
な
ど
に
伴
う
法
人

の
規
程
等
を
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
ま

し
た
。

・ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
の
た
め
に
、

第
三
者
サ
ー
ビ
ス
評
価
受
審
の
準
備
、

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
制
度
を
継
続
し
、

情
報
開
示
に
つ
い
て
は
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
ま
し
た
。

・ 

経
営
や
福
祉
の
専
門
性
を
向
上
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
教
育
、
研
修
を
年
度

計
画
に
基
づ
き
実
施
し
、
必
要
に
応
じ

て
適
宜
、
追
加
・
変
更
を
加
え
て
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

・ 

福
祉
業
界
全
体
を
と
お
し
て
人
材
確
保

が
困
難
な
時
代
と
い
わ
れ
て
お
り
、
人

材
確
保
や
定
着
促
進
を
目
的
に
、
長
年

着
手
で
き
な
か
っ
た
給
与
規
程
を
見
直

す
べ
く
、
前
年
度
に
給
与
規
程
改
定
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
見
を
も
と
に
、
所
長

会
、
常
務
会
、
常
任
理
事
会
で
審
議
し
、

労
働
組
合
や
従
業
員
代
表
と
も
協
議
を

重
ね
て
、
次
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ

う
準
備
し
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
調
整

が
必
要
と
判
断
し
延
期
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

⑵
財
務
・
資
金
管
理
に
つ
い
て

・ 

会
計
顧
問
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
社

会
福
祉
法
人
会
計
基
準
に
よ
り
精
度
の

高
い
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

・ 

財
務
や
資
金
管
理
に
つ
い
て
は
各
拠
点

の
経
営
努
力
を
原
則
と
し
、
法
人
本
部

は
建
て
替
え
等
で
新
た
に
必
要
に
な
る

資
金
や
緊
急
時
の
運
転
資
金
等
を
含
め
、

拠
点
間
の
窓
口
と
な
っ
て
全
体
を
把

握
・
調
整
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
会

計
基
準
の
範
囲
で
法
人
内
部
の
資
金
を

活
用
し
、
外
部
か
ら
の
借
入
金
は
必
要

最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。
将
来
の
必
要

資
金
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
積
み
立

て
る
こ
と
を
努
力
し
て
い
ま
す
。

⑶
事
業
継
続
に
つ
い
て

・ 

事
業
継
続
の
大
前
提
と
な
る
人
権
と
平

等
性
を
尊
重
し
て
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

・ 
民
営
化
や
老
朽
化
に
伴
う
事
業
所
の
建

て
替
え
は
、
一
部
で
遅
れ
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
進
め
る
こ
と

が
で
き
、
事
業
の
継
続
に
一
定
の
目
途

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・ 

拠
点
ご
と
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）

を
全
拠
点
で
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

⑷
他
の
団
体
と
の
協
力
連
携
に
つ
い
て

・ 

障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
内
閣

府
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
な
ら

び
に
、
東
京
都
、
各
区
市
自
治
体
、
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
、
東
京
都
社
会
福

祉
協
議
会
、
一
般
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
障
害
者
協
議
会
、
全

国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
、
日
本
セ
ル
プ

セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
お
い
て
積
極
的
に
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

・ 

社
会
保
障
制
度
改
革
や
他
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
の
一
元
化
、
地
方
分
権
に
よ
る

地
域
格
差
の
拡
大
な
ど
、
障
害
者
の
暮

ら
し
に
直
接
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ

る
課
題
に
は
、
障
害
分
野
か
ら
視
点
を

当
て
た
問
題
提
起
や
運
動
で
、
特
に
連

携
を
深
め
ま
し
た
。

・ 

従
業
員
等
が
、
対
外
的
な
立
場
に
お
い

て
充
分
に
役
割
発
揮
が
で
き
る
よ
う
に
、

可
能
な
限
り
配
慮
し
支
援
し
ま
し
た
。

⑸
地
域
活
動
に
つ
い
て

・ 

拠
点
ご
と
の
地
域
活
動
に
お
い
て
は
、

各
自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
情
報
交
換

を
密
に
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上

な
ら
び
に
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障
害
者
福

祉
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

・ 

地
域
の
福
祉
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は

積
極
的
に
参
画
し
、
地
域
の
重
要
な
社

会
資
源
に
な
り
得
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。

３
．
事
業
本
部
ご
と
の
個
別
状
況

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
期
待
と
役
割
に

応
え
て
い
く
た
め
に
、
既
存
事
業
の
充
実
に

努
力
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
見
直
し
や
新

規
事
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
並
行
し
て
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
生
活
介
護
事
業

を
実
施
す
る
拠
点
で
は
、
人
材
確
保
や
教
育

に
着
手
し
開
設
に
備
え
ま
し
た
。

各
事
業
本
部
の
期
中
の
状
況
は
以
下
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

⑴ 

法
人
本
部（
事
務
局
）

　

 　

年
間
の
教
育
研
修
計
画
を
企
画
立

案
・
提
案
し
ま
し
た
。
法
人
全
体
の
財

務
運
用
の
適
正
化
、
各
拠
点
の
事
業
運

営
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に
努
力
し
、

事
務
処
理
部
門
の
連
携
に
よ
り
的
確
な

情
報
提
供
・
共
有
に
努
め
ま
し
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
認
証
取
得
法
人

と
し
て
、
個
人
番
号
を
含
め
て
、
そ
の

維
持
・
向
上
に
各
事
業
所
と
連
携
し
て

取
り
組
み
、
ま
た
適
宜
、
必
要
な
情
報

提
供
、
集
約
に
努
め
、
各
行
政
窓
口
と

の
折
衝
に
つ
い
て
も
、
事
業
所
と
連
携

し
て
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
ち
ま
し
た
。

⑵ 

福
祉
事
業
本
部（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
、

ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

 　

既
存
の
共
同
生
活
援
助
、
短
期
入
所
、

居
宅
介
護
等
な
ら
び
に
中
野
区
内
各
拠

点
と
連
携
し
て
特
定
相
談
支
援
事
業

「
こ
ろ
ま
っ
ぷ
」を
運
営
し
ま
し
た
。
加

え
て
、
就
労
支
援
事
業
所
の
所
在
す
る

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
増
設
を
視
野
に
、
期
中
に
は

数
件
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
に
入
り
、

練
馬
区
の
創
設
が
具
体
的
と
な
り
、
改

修
工
事
・
変
更
届
を
終
え
年
度
内
に
開

設
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
障
害
の
あ

る
方
た
ち
の
暮
ら
し
の
質
を
向
上
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑶ 

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部 

ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理
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セ
ン
タ
ー（
事
業
部
、
職
能
開
発
室
、

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

　

 　

事
業
本
部
下
の
連
携
・
協
力
に
よ
り

事
業
の
安
定
化
、
障
害
者
雇
用
に
努
力

し
ま
し
た
。
法
人
内
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
処
理
お
よ
び
情
報
通
信
）技
術
等
を

介
し
て
法
人
内
各
事
業
所
に
関
わ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
な
ど
を
つ
う
じ

て
横
断
的
に
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
関
連
の
事
業
面
で
は
、
適
正
価
格

の
判
断
や
丁
寧
な
顧
客
対
応
に
よ
り
、

顧
客
の
深
耕
な
ら
び
に
新
規
の
獲
得
な

ど
に
努
め
、
激
化
す
る
価
格
競
争
に
よ

る
厳
し
い
売
上
高
確
保
の
中
、
一
定
の

受
注
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
前
年
度
に
続
き
事
業
の
安
定
化
を

基
本
目
標
に
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

 　

職
能
開
発
室
で
は
、
福
祉
施
策
に
は

な
い
事
業
領
域
に
お
い
て
、試
行
錯
誤
し

な
が
ら
も
挑
戦
し
続
け
て
お
り
、
雇
用
・

就
労
支
援
で
は
厚
生
労
働
省
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
協
力
し
、
既
存
の
民
間

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
業
務
の
認
定
法
人
と

し
て
の
役
割
や
、
受
託
事
業
で
あ
る
東

京
都
障
害
者
Ｉ
Ｔ
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

働
き
方
と
し
て
国
内
で
も
注
目
さ
れ
て

い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、「
障
が
い
の

あ
る
方
の
全
国
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」の
共
同
代
表
を
務
め
、
推
進・

普
及
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
８
月
に
は
、

厚
生
労
働
省
宛
て
に
、
在
宅
就
労
中
や

公
的
な
就
労
支
援
事
業
の
利
用
中
に
お

け
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

⑷ 

社
会
就
労
事
業
本
部（
コ
ロ
ニ
ー
中
野
、

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
、
中
野

区
中
野
福
祉
作
業
所
、
コ
ロ
ニ
ー
東
村

山
、
ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

　

 　

中
野
区
地
域
で
は
、
コ
ロ
ニ
ー
中
野
・

法
人
ビ
ル
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え

は
、
国
の
前
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
る

社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
補
助
事
業

に
よ
り
年
度
内
に
竣
工
で
き
ま
し
た
。

区
の
指
定
管
理
事
業
所
で
は
管
理
・
運

営
の
充
実
を
目
指
し
、
中
野
区
中
野
福

祉
作
業
所
は
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ

れ
、
社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
補
助

事
業
に
よ
り
、
４
月
か
ら
新
た
に
コ
ロ

ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
開
設
し
ま
す
。
三
多
摩
地
区
で
は
、

東
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
室
や
特
定

相
談
支
援
事
業「
ふ
き
の
と
う
」や
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業「
ア
リ
ー

バ
」で
の
役
割
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

既
存
事
業
の
運
営
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
多

岐
に
亘
る
就
労
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、

ベ
ー
カ
リ
ー
事
業
で
は
外
部
販
売
先
の

開
拓
、
印
刷
事
業
や
そ
の
他
の
自
主
製

作
品
の
販
売
や
清
掃
な
ど
の
受
託
事
業

等
で
は
品
質
管
理
や
生
産
性
・
収
益
性

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
ア
ー
ト
ビ
リ

テ
ィ
事
業
で
は
、
登
録
作
品
の
充
実
と

利
用
頻
度
の
拡
充
を
目
指
し
、
加
え
て

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
＋（
プ
ラ
ス
）に
よ
る

商
品
開
発
・
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

⑸ 

福
祉
工
場
事
業
本
部（
東
京
都
葛
飾
福

祉
工
場
、
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
）

　

 　

い
ず
れ
も
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

の
定
員
が
多
く
、
事
業
運
営
に
は
よ
り

企
業
的
な
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
個
別
支
援

体
制
を
確
立
す
べ
く
努
力
し
て
き
て
お

り
、
さ
ら
に
支
援
の
内
容
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
全
従
業
員
で
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

 　

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
は
、
防
災
、

縫
製
、
製
袋
事
業
な
ど
の
主
幹
事
業
に

お
い
て
は
堅
実
な
運
営
に
努
力
し
ま
し

た
。
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
の
建
て
替

え
も
、
東
京
都
の
民
間
移
譲
施
設
整
備

費
補
助
事
業
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
工
期

遅
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
次
年
度

６
月
に
は
竣
工
で
き
る
見
込
み
で
す
。

建
て
替
え
に
係
る
自
己
資
金
に
つ
い
て

は
、
東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
の
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
充
て
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
主
幹
事
業
の
印
刷
は
、
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
を
活
用
す
る
な
ど
売
上

高
の
確
保
に
努
力
し
、
期
中
の
売
上
高

は
、
前
年
比
で
は
若
干
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

４
．
法
人
全
体
の
経
営
状
況

法
人
全
体
の
経
営
状
況
は
以
下
の
通
り
と

な
り
ま
し
た
。

⑴ 

建
て
替
え
等
に
関
す
る
費
用
は
、
国
お

よ
び
東
京
都
の
補
助
協
議
事
項
に
よ
る

も
の
で
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
は
、

そ
の
都
度
、
入
札
、
積
立
金
の
取
り
崩

し
等
、
理
事
会
承
認
を
受
け
な
が
ら
執

行
し
ま
し
た
。

⑵ 

在
籍
者
の
推
移
は
表
１
に
示
す
通
り
で

あ
り
、
総
人
数
８
１
１
名（
前
年
度
８

０
５
名
）で
６
名
増
、
内
障
害
者
は
５

４
４
名（
前
年
度
５
２
５
名
）で
19
名
増
、

障
害
者
比
率
67
・
1
％
（
前
年
度
65
・

２
％
）と
な
り
ま
し
た
。
契
約
者
・
登

録
者（
表
１
：
参
考
資
料
）１
，
３
２
１

名
を
加
え
る
と
２
，
１
３
２
名
の
人
達

に
責
任
を
負
う
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

⑶ 

就
労
移
行
を
支
援
す
る
事
業
で
は
表
３

‐
１
な
ら
び
に
表
１
：
参
考
資
料
に
示

す
通
り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
籍

者
以
外
の
方
を
含
め
る
と
一
般
就
職
者

は
56
名
と
な
り
ま
し
た
。

⑷ 

事
業
結
果
の
数
値
で
は
、
法
人
全
体
の

事
業
活
動
収
支
計
算
書
に
お
け
る
当
期

剰
余
金
は
、
△
１
３
６
，
９
１
２
千
円

で
あ
り
、
正
味
財
産
が
７
，
２
０
７
，

７
０
４
千
円
、
繰
越
残
高
が
３
，
３
７

４
，
５
１
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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表２．在籍者の推移

　　 自2017(平成29)年4月1日　至2018(平成30)年3月31日

前年度末 年 度 末

在籍者数 自己都合 一般就労
疾病、
その他 在籍者数

　 99 5 (1) 6 (0) 3 0 3 98 

(80) (2) (0) (4) (0) (3) (0) (1) (78)

　 事業・施設の利用者 348 60 (0) 45 (0) 31 10 4 363 

　 そ の 他 78 17 (0) 12 (0) 3 0 9 83 

525 82 (1) 63 (0) 37 10 16 544 

(80) (2) (0) (4) (0) (3) (0) (1) (78)

280 25 (6) 38 (7) 21 0 10 267 

805 107 (7) 101 (7) 58 10 26 811 

(80) (2) (0) (4) (0) (3) (0) (1) (78)

(注）  1)Ａ型従業員については、障害がある雇用就労者に含めた上で下段の（）で再掲している。

　     2)増員および減員の各右欄には法人内異動を（）で表記している。

　     3)「その他」にはグループホーム利用者・在宅パソコン講習生を含む。

　     4)在籍者数には非常勤嘱託医を含まない。

障害がある在籍者（計）

合　　　　計

＊＊以下のデータは中間決算時のデータとなっています。2018年3月31日(決算時)のデータに入れ替え、更
新したデータをご提出下さい。併せて、「表3障害・非障害者及び男女別総括表」(別ファイル)との人数の
整合性を必ずとって下さい。なお、報告書へ記載の人員データにつきましても、整合性の確認をして下さ
い。＊＊

雇 用 就 労 者

（単位：人）

期中増減 主な減員理由

増員 減員

障害がない在籍者

＜中間決算時参考＞

(単位：人)

登録・契約障害者 一般就職者
トライアル
雇用者等

一般就職ｻﾎﾟｰﾄ者

212      － －
*3

147      － －
*1

31      3      
*2

0      

474      41      
*3

214      － －
*4

200      － －
*3

25      － －
*5

473     

＜2017年度末入力用＞

(単位：人)

登録・契約障害者 一般就職者
トライアル
雇用者等

一般就職者累計

219     － －
*3

152     － －
*1

31     5      
*2

－ 0      －

474     41      
*3

214     － －
*4

200     － －
*3

31     － －
*5

計 1,321     46      0      475     

*5　在籍者以外で2007.4～2016.9に当法人で就職をサポートした人の累計

計

*4　契約者以外の作品利用が行われた数も含めているため概数としている。

*3  計画相談契約者数

 福祉事業本部
（短期入所、移動支援、居宅介護等）

 ＩＴ事業本部
（在宅教育修了生、職業紹介登録者等）

 コロニー中野
（委託訓練修了生）

44      

*2　「東京しごと財団」委託訓練修了者からの一般就職者

2017年度末及び2017年度中人数

*1　在宅教育修了者からの一般雇用

*2　「東京しごと財団」委託訓練修了者からの一般就職者

*5　在籍者以外で2007.4～2018.3に当法人で就職をサポートした人の累計

*4　契約者以外の作品利用が行われた数も含めているため概数としている。

 東京都葛飾福祉工場
   障害者計画相談支援室

*3  計画相談契約者数

参考資料；「在籍者の推移」に含まれない人員状況

2017年度上半期末及び上半期中人数

 中野障害者計画相談支援室
「ころまっぷ」

 コロニー障害者計画相談支援室
「ふきのとう」

 東京都葛飾福祉工場
   障害者計画相談支援室

*1　在宅教育修了者からの一般雇用

 東村山市障害者就労支援室

　アートビリティ

0      1,303

 中野障害者計画相談支援室
「ころまっぷ」

 東村山市障害者就労支援室

　アートビリティ

参考資料；「在籍者の推移」に含まれない人員状況

 コロニー障害者計画相談支援室
「ふきのとう」

 福祉事業本部
（短期入所、移動支援、居宅介護等）

 ＩＴ事業本部
（在宅教育修了生、職業紹介登録者等）

 コロニー中野
（委託訓練修了生）

表１．在籍者の推移

表１．参考資料；「在籍者の推移」に含まれない人員状況

（注）	 1）Ａ型従業員については、障害がある雇用就労者に含めた上で下段の（）で再掲している。

	 2）増員および減員の各右欄には法人内異動を（）で表記している。

	 3）「その他」にはグループホーム利用者・在宅パソコン講習生・放課後等デイサービス利用者を含む。

	 4）在籍者数には非常勤嘱託医を含まない。
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表３
障害・非障害者及び男女別総括表

①身体 ②知的 ③精神 ④その他 ⑤非障 ①+②+③+④+⑤

障害者 障害者 障害者 障害者 害者 総人員(人) 男 女 年齢(才) 在籍(年)

法  人  本  部 5 5 3 2 53.6 19.4

福祉事業本部 5 34 1 16 56 32 24 48.0 7.7

トーコロ情報処理センター事業部 8 0 2 0 13 23 6 17 47.8 15.1

トーコロ情報処理センター職能開発室
（含：事務局） 10 0 0 0 3 13 9 4 34.3 4.3

デジタルメディアセンター 2 0 3 0 4 9 8 1 43.1 12.3

コロニー中野 19 34 15 27 95 62 33 45.0 10.0

中野区仲町就労支援事業所 29 8 37 22 15 43.5 4.1

中野区中野福祉作業所 3 48 1 1 20 73 34 39 40.9 4.9

コロニー東村山 20 45 7 51 123 97 26 43.6 13.7

トーコロ青葉ワークセンター 13 89 28 1 26 157 103 54 34.5 9.7

東京都葛飾福祉工場 35 18 10 0 59 122 78 44 45.0 12.5

東京都大田福祉工場 34 18 11 0 35 98 73 25 46.2 10.2

計 149 286 107 2 267 811 527 284 42.6 10.2

＊＊　該当欄に人数を入力してご返送下さい。なお、「表2在籍者の推移」(別ファイル)の
人数とは必ず整合性をとって下さい。　＊＊

2018（平成30）年３月３１日現在

事      業      所      名
男女別人員(人） 平均年齢・在籍

表２．障害・非障害者及び男女別総括表（人）

表４－１．
就労移行支援事業および就労継続支援Ｂ型事業
定員・現員ならびに工賃と就労移行の状況（2017年４月～2018年３月）

事業所名 サービス名
定員

（人）
現員

（人）
平均工賃

（円/1人1ヶ月当）
一般企業等へ
の移行（人）

就労移行 10 4.6 24,033 0

就労継続Ｂ型 50 54.8 30,576 0

就労移行 6 2.8 38,990 1

就労継続Ｂ型 21 23.1 17,923 0

中野区中野福祉作業所 就労継続Ｂ型 60 50.7 18,246 0

就労移行 10 9.2 23,652 3

就労継続Ｂ型 55 49.6 40,981 0

就労移行 6 5.3 16,997 1

就労継続Ｂ型 89 95.0 22,220 0

就労移行 6 4.9 45,880 3

就労継続Ｂ型 24 30.6 35,776 0

就労移行 6 0.9 24,703 2

就労継続Ｂ型 28 21.2 21,291 0

就労移行 44 27.8 27,975 10

就労継続Ｂ型 327 324.9 26,784 0

371 352.7 26,877 10

＊現員は年間をとおしての平均現員。

＊平均工賃は賞与、交通費等、本人に支払った全ての金額を工賃と見なし、その平均額を算出。
＊「一般企業等への移行」欄にはＡ型雇用への移行を含む。

トーコロ青葉ワークセンター

中野区仲町就労支援事業所

総　　計（平均）

コロニー中野

コロニー東村山

東京都大田福祉工場

東京都葛飾福祉工場

サービス別計

表３－１．就労移行支援事業および就労継続支援Ｂ型事業

表３－２．就労継続支援Ａ型事業

定員・現員ならびに賃金の状況（2017年４月～2018年３月）

事業所名 定員（人）
現員

（人）

平均賃金
（円/1人
1ヶ月当）

コロニー中野 10 7.3 190,602

コロニー東村山 15 11.0 196,801

東京都大田福祉工場 30 23.3 264,844

東京都葛飾福祉工場 40 36.5 288,521

総計（平均） 95 78.2 259,360

 

表５．苦情申出状況

対事業所
従業員対
利用者

利用者間 その他
事業所内

解決
（第三者委
員関与）

未解決 その他

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

1 0 0 0 1 0 (0) 0 1

1 0 0 0 1 0 (0) 0 1
合　　計

申出件数

ＩＴ事業本部（三事業）

東京都大田福祉工場

トーコロ青葉ワークセンター

中野区仲町就労支援事業所

法人本部

事　業　所

中野区中野福祉作業所

東京都葛飾福祉工場

福祉事業本部

コロニー中野

コロニー東村山

＊＊年度内における件数を該当欄の下のセルに入力して下さい。なお、ゼロ件の場合で
もゼロを入力し、必ず提出して下さい。＊＊

申出内訳 解決状況
（単位：件）

-7-

表４．苦情申出状況（2017 年４月～ 2018 年３月）

＊平均賃金には、各種手当、賞与を含む（交通費は除く）。



法人名    社会福祉法人　東京コロニー　
拠点名    合算

第一号第一様式（第十七条第四項関係）
(単位：円)

予　算 決　算 差　異
就労支援事業収入
障害福祉サービス等事業収入
その他の事業収入
その他の収入
借入金利息補助金収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
    事業活動収入計(1)
人件費支出
事業費支出
事務費支出
就労支援事業支出
その他の支出
利用者負担軽減額
支払利息支出
その他の支出
    事業活動支出計(2)
    事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)
施設整備等補助金収入
施設整備等寄附金収入
設備資金借入金収入
固定資産売却収入
その他の施設整備等による収入
    施設整備等収入計(4)
設備資金借入金元金償還支出
固定資産取得支出
固定資産除却・廃棄支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
その他の施設整備等による支出
    施設整備等支出計(5)
    施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)
積立資産取崩収入
その他の活動による収入
    その他の活動による収入計(7)
長期運営資金借入金元金償還支出
積立資産支出
その他の活動による支出

    その他の活動支出計(8)
    その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
    予備費支出(10)

      ―
    当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

    前期末支払資金残高(12)
    当期末支払資金残高(11)+(12)

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

法人単位資金収支計算書
(自) 2017年 4月 1日 (至) 2018年 3月31日

勘　定　科　目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出
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法人名    社会福祉法人　東京コロニー　
拠点名    合算

第二号第一様式（第二十三条第四項関係）
(単位：円)

当年度決算 前年度決算 増　減
就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の事業収益
経常経費寄附金収益
    サービス活動収益計(1)
人件費
事業費
事務費
就労支援事業費用
その他の費用
利用者負担軽減額
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
    サービス活動費用計(2)
    サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)
借入金利息補助金収益
受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益
    サービス活動外収益計(4)
支払利息
その他のサービス活動外費用

    サービス活動外費用計(5)
    サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)
    経常増減差額(7)=(3)+(6)
施設整備等補助金収益
施設整備等寄附金収益
固定資産受贈額
固定資産売却益
その他の特別収益
    特別収益計(8)
固定資産売却損・処分損
国庫補助金等特別積立金取崩額(除)
国庫補助金等特別積立金積立額
その他の特別損失
    特別費用計(9)
    特別増減差額(10)=(8)-(9)
    税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10)
    法人税、住民税及び事業税(12)
    法人税等調整額(13)
    当期活動増減差額(14)=(11)-(12)-(13)
    前期繰越活動増減差額(15)
    当期末繰越活動増減差額(16)=(14)+(15)
    基本金取崩額(17)
    その他の積立金取崩額(18)
    その他の積立金積立額(19)

    次期繰越活動増減差額(20)=(16)+(17)+(18)-(19)

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

サ
ー

ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

費
用

特
別
増
減
の
部

収
益

費
用

法人単位事業活動計算書
(自) 2017年 4月 1日 (至) 2018年 3月31日

勘　定　科　目

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

費
用
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法人名     社会福祉法人　東京コロニー　
拠点名     合算

別紙４
(単位：円)

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額
Ⅰ 資産の部
 1　流動資産
      現金預金 ― 運転資金等 ― ―
      事業未収金 ― 就労支援事業及び障害福祉サービス事業 ― ―
      未収金 ― 費用本人負担分等 ― ―
      未収補助金 ― 施設整備補助金等 ― ―
      受取手形 ― 就労支援事業 ― ―
      貯蔵品 ― 【控除対象】切手等 ― ―

― 【控除非対象】公益事業 ― ―
      小計

      商品・製品 ― 社会福祉事業による物品販売業及び印刷業等 ― ―
      仕掛品 ― 社会福祉事業による印刷業等 ― ―
      原材料 ― 社会福祉事業による印刷業等 ― ―
      立替金 ― 共同生活援助利用者当 ― ―
      前払費用 ― 保険料等 ― ―
      徴収不能引当金△ ― 社会福祉事業に係る得意先等 ― ―

 2　固定資産
  (1) 基本財産
      土地 （福祉事業本部）東久留米市氷川台2-31-22 ― 社会福祉事業であるグループホームに使用している ― ―

（コロニー中野）中野区江原町2-6-7 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ―
（コロニー東村山）東村山市秋津町2-22-9 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ―
（青葉ワークセンター）東村山市青葉町2-39-10 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ―

      小計
      建物 （福祉事業本部）東久留米市氷川台2-31-22 社会福祉事業であるグループホームに使用している

（コロニー中野）中野区江原町2-6-7 社会福祉事業である就労支援事業に使用している
（コロニー東村山）東村山市秋津町2-22-9 社会福祉事業である就労支援事業に使用している
（コロニー東村山）東村山市秋津町2-22-9 社会福祉事業である就労支援事業に使用している
（コロニー東村山）東村山市秋津町2-24-8 社会福祉事業である就労支援事業に使用している
（青葉ワークセンター）東村山市青葉町2-39-10 社会福祉事業である就労支援事業に使用している
（もみじやま支援センター）中野区中野5-3-32 社会福祉事業である就労支援事業に使用している
（東京都葛飾福祉工場）葛飾区金町2-8-20 社会福祉事業である就労支援事業に使用している
（東京都葛飾福祉工場）葛飾区金町2-9-5 社会福祉事業である就労支援事業に使用している

      小計

  (2) その他の固定資産
      土地 中野区江原町2-6-7 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ―

埼玉県八潮市2-1031-1 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ―
      小計

      建物 （福祉事業本部）東久留米市氷川台2-31-22他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備
（コロニー中野）中野区江原町2-6-7 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備
（コロニー東村山）東村山市秋津町2-22-9他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備
（青葉ワークセンター）東村山市青葉町2-39-10他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備
（東京都葛飾福祉工場）葛飾区金町2-8-20他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備
（東京都大田福祉工場）大田区大森西2-22-26他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備
（もみじやま支援センター）中野区中野5-3-32 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備
（トーコロ情報処理センター・事業部） ― 【控除非対象】公益事業に使用している建物付属設備
（トーコロ情報処理センターデジタルメディアセンター ― 【控除非対象】公益事業に使用している建物付属設備

      小計
      構築物 ― 社会福祉事業に使用するアスファルト舗装他
      機械及び装置 ― 社会福祉事業に使用する印刷機械等
      車輌運搬具 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用するリストバス等

― 【控除非対象】公益事業
      小計

      器具及び備品 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用する作業機械等
― 【控除非対象】公益事業に使用

      小計
      建設仮勘定 ― 施設建設の為 ― ―
      権利 ― 共同生活援助等 ― ―
      ソフトウェア ― 社会福祉事業に使用する販売システム等 ― ―
      退職給付引当資産 ― 退職給付引当金 ― ―
      その他の積立資産 ― 社会福祉事業に使用する修繕費及び施設整備等 ― ―
      差入保証金 ― 共同生活援助等 ― ―
      長期前払費用 ― 火災保険料等 ― ―
      その他の固定資産 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用する敷金等 ― ―

― 【控除非対象】公益事業 ― ―
      小計

Ⅱ 負債の部
 1　流動負債
      短期運営資金借入金 みずほ銀行他 ― ― ―
      事業未払金 就労支援事業他 ― ― ―
      その他の未払金 工事未払い金他 ― ― ―
      1年以内返済予定設備資金借入金 ― ― ―
      1年以内返済予定長期運営資金借入金 ― ― ―
      1年以内返済予定リース債務 機械購入他 ― ― ―
      1年以内支払予定長期未払金 割賦代金他 ― ― ―
      未払費用 人件費他 ― ― ―
      預り金 就労支援事業他 ― ― ―
      職員預り金 社会保険料他 ― ― ―
      前受金 就労支援事業他 ― ― ―
      賞与引当金 ― ― ―
      未払税金等 消費税他 ― ― ―

 2　固定負債
      設備資金借入金 三菱東京UFJ銀行他 ― ― ―
      長期運営資金借入金 三菱東京UFJ銀行 ― ― ―
      リース債務 機械購入等 ― ― ―
      退職給付引当金 ― ― ―
      役員退職慰労引当金 ― ― ―
      長期未払金 障害福祉サービス等 ― ― ―

差引純資産

固定資産合計
資産合計

流動負債合計

固定負債合計
負債合計

財　  産　  目　  録
2018年 3月31日 現在

流動資産合計

基本財産合計

その他の固定資産合計
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アートビリティ
ギャラリー 40

■ アートビリティ…障害者の所得支援を続けてきた社会福祉法人東京コロニーが、アートの分野で力を発揮する人材を後押しし、その才能を収入に結び付けるた
めに始めた事業です。約 200 名の作家による約 5,000 点の作品が揃ったアートライブラリーとなり、年間約 400 点の作品が使用されています。

　大隅敏雄さんはリハビリテーションセンターでの訓練として「もみ絵」を始め、奥深さを知り、その
才能を開花させました。洗練された構図や色合いのセンスが高い評価を得ており、さまざまなメディア
で活躍されている作家のひとりです。
　もみ絵やちぎり絵をリハビリとして始める方は多いそうです。
　芸術療法というものがあります。
　幼いころに経験する「ごっこ遊び」、「ねんど遊び」や「砂遊び」といった表現活動には、成長・発達
を促しながら、心身に刺激を与えるという重要な役割があるそうです。
　同様の刺激を与えるものとして、絵画や音楽などを取り入れた作業を行うのが芸術療法で、心理療法と
しても古くから活用されており、自己実現への道を開くという精神的アプローチができる一面もあります。
　リハビリにおいても、楽しみながら身体的・肉体的なアプローチを可能にするアクティビティなのです。
　もともと芸術に興味がなかったけれども、病気や怪我などのリハビリがきっかけで創作活動を始め、
活躍されている方もいらっしゃいます。
　人生とは不思議なものですね。
　プロとしての創作の道は険しいです。アートビリティへの登録も簡単ではありません。
　しかし何かを生み出すという行為自体に癒しがあり、身体的・肉体的にも療法になるという点からも、
芸術が人間にとって重要なものであるとわかります。
　すてきな絵画作品を生み続ける作家たちの支えになれるように、アートビリティも工夫を凝らしなが
ら事業を展開していきたいと思っています。

【作家プロフィール】
1945年生まれ。群馬県在住。
脊髄動静脈奇形が発覚するまでは、工作機械のエンジニアとして働く。
障害者リハビリテーションセンターでの訓練として始めたもみ絵の奥深さを知る。
1993年　下半身不随で車椅子の生活となる。
2010年　「第22回アートビリティ大賞」日立キャピタル特別賞受賞。
冊子表紙、カレンダー等、多くのメディアで使用されている。

◎文中の写真はご本人の了解を得て掲載しています。

『九鬼漁港』
大隅  敏雄（おおすみ としお）さん

（2017 年 12 月～ 2018 年 5 月　総額 2,987 千円）ご寄附のお礼

下記の皆様より、当法人に対してご寄附を賜りました。ご支援に対しまして心より感謝申し上げます。

2017 年 12 月 渡　秀二 様・渡　恵美子 様 2018 年 1 月 諏訪　康雄 様

2017 年 12 月 沖電気工業株式会社 OKI 愛の募金事務局 様 2018 年 3 月 日立キャピタル株式会社 様

2017 年 12 月 特定非営利活動法人コイノニア 様 2018 年 3 月 中野区中野福祉作業所保護者会 様

2018 年 3 月 三浦きく子 様
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東京コロニー メインページ
http://www.tocolo.or.jp/

デジタル メディアセンター
http://www.dmc-net.jp/

東京都大田福祉工場
http://www.tocolo.or.jp/oota/

トーコロ情報処理センター職能開発室
http://www.tocolo.or.jp/syokunou/

トーコロ青葉ワークセンター
http://www.colony.gr.jp/aoba/

東京都葛飾福祉工場
http://www.fireman21.net/

トーコロ情報処理センター事業部
http://www.tocolo.or.jp/joho/

トーコロ生活支援センター
http://www.tocolo.or.jp/seikatu/index.html

グループホーム
http://www.tocolo.or.jp/grouphome/index.html

コロニー印刷
http://www.colony.gr.jp/

アートビリティ
http://www.artbility.com/index.html

東京コロニーのホームページ

中野区仲町就労支援事業所
http://colony.gr.jp/nakatyoushienn/

コロニーもみじやま支援センター
http://colony.gr.jp/momijiyama/

コロニー中野
http://colony.gr.jp/colonynakano/

コロニー東村山
http://www.colony.gr.jp/colonyhigashimurayama/
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